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『
華
厳
三
昧
観
』
関
連
伝
本
の
考
察

柳
下 

實
悠 

 
一

序
論

（
一
）
問
題
の
所
在

華
厳
教
学
の
大
成
者
、
法
蔵
（
六
四
三―

七
一
二
）
が
自
ら
の
著
作
で
言
及
す
る
『
華
厳
三
昧
観
』
は
、
日
本
に
お
い

て
少
な
く
と
も
凝
然
（
一
二
四
〇―

一
三
二
一
）
の
時
代
に
は
佚
書
と
さ
れ
、
中
国
・
韓
国
で
も
既
に
散
逸
し
て
い
る
。

法
蔵
は
『
華
厳
三
昧
観
』
の
概
略
に
つ
い
て
『
華
厳
経
伝
記
』
で
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

華
厳
三
昧
観
一
巻
十
門
。

右
於
上
十
門
、
亦
各
以
十
義
弁
其
所
要
。
務
令
修
成
普
賢
願
行
、
結
金
剛
種
、
作
菩
提
因
、
当
来
得
預
華
厳
海
会
。

用
於
天
台
法
華
三
昧
観
、
諸
修
行
者
足
為
心
鏡
耳
。
沙
門
法
蔵
所
述1

。
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華
厳
三
昧
観
一
巻
十
門
。

右
〔
の
書
〕
は
そ
の
十
門
に
お
い
て
、
ま
た
各
々
十
義
を
も
っ
て
そ
の
所
要
を
弁
じ
て
い
る
。
努
め
て
〔
行
者
に
対

し
て
〕
普
賢
願
行
を
修
め
成
就
し
、
金
剛
の
種
を
結
び
、
菩
提
の
因
を
作
っ
て
、
将
来
に
華
厳
海
会
に
連
な
る
こ
と

を
得
さ
せ
る
。
天
台
法
華
三
昧
観
を
用
い
、
諸
々
の
修
行
者
は
心
鏡
（
く
も
り
の
な
い
理
想
の
心
）
と
す
る
に
足
る

も
の
で
あ
る
。
沙
門
法
蔵
の
所
述
。

こ
の
記
述
か
ら
、
本
書
が
十
門
十
義
で
構
成
さ
れ
、
普
賢
願
行
の
修
成
を
目
指
す
実
践
的
傾
向
の
強
い
書
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
『
探
玄
記
』
で
は
、
こ
う
し
た
内
容
を
持
つ
本
書
が
、
教
理
や
解
の
観
点
か
ら
表
さ
れ
た
十
重
唯
識
に
対

し
て
、
観
行
の
立
場
に
よ
っ
て
構
想
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る2

。 

是
約
教
就
解
而
説
。
若
就
観
行
亦
有
十
重
。
如
一
巻
華
厳
三
昧
中
説3

。

こ
れ
（
十
重
唯
識
）
は
教
の
観
点
か
ら
〔
理
論
的
な
〕
理
解
に
つ
い
て
説
い
た
も
の
で
あ
る
。
も
し
観
行
に
つ
い
て

〔
説
け
ば
〕
ま
た
十
重
が
有
る
。
一
巻
の
華
厳
三
昧
の
中
に
説
く
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

近
代
以
降
に
は
こ
の
記
述
の
他
に
、
宗
密
（
七
八
〇―

八
四
一
）
の
『
行
願
品
疏
鈔
』
と
崔
致
遠
（
八
五
七―

？
）
の

論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想

第
34
号
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『
法
蔵
和
尚
伝
』
に
存
在
す
る
『
華
厳
三
昧
観
』
の
逸
文
と
一
致
す
る
記
述
を
含
む
こ
と
か
ら
、
『
華
厳
発
菩
提
心
章
』

（
以
下
、
『
発
菩
提
心
章
』
）
も
し
く
は
『
華
厳
三
昧
章
』
（
以
下
、
『
三
昧
章
』
）
が
『
華
厳
三
昧
観
』
と
極
め
て
密
接

な
関
係
に
あ
る
こ
と
が
確
実
視
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
承
け
、
両
書
の
い
ず
れ
が
『
華
厳
三
昧
観
』
そ
の
も
の
で
あ
る
か
、

あ
る
い
は
そ
の
原
形
に
よ
り
忠
実
で
あ
る
か
を
め
ぐ
り
、
学
界
で
は
論
争
が
展
開
さ
れ
て
き
た4

。

加
え
て
、
『
華
厳
三
昧
観
』
と
杜
順
（
五
五
七―

六
四
一
）
撰
と
伝
わ
る
『
法
界
観
門
』
と
の
関
係
性
の
解
明
も
重
要

な
争
点
と
な
っ
て
い
る
。
『
発
菩
提
心
章
』
と
『
三
昧
章
』
は
次
の
表
の
通
り
構
成
が
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
が
、
前
者
は
表

徳
第
四
に
お
い
て
、
『
法
界
観
門
』
全
文
を
何
の
断
り
な
く
記
載
す
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
『
法
界
観
門
』
の
項
目
の

み
を
取
っ
て
内
容
を
欠
い
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
仮
に
『
法
界
観
門
』
相
当
の
記
述
を
内
包
す
る
必
然
性
が
認
め
ら
れ

れ
ば
『
発
菩
提
心
章
』
、
否
定
さ
れ
れ
ば
『
三
昧
章
』
が
『
華
厳
三
昧
観
』
の
原
形
に
近
い
と
判
断
出
来
る
。
こ
の
論
点

は
、
『
法
界
観
門
』
が
杜
順
の
撰
述
か
、
そ
れ
と
も
法
蔵
の
『
華
厳
三
昧
観
』
か
ら
の
抜
粋
な
の
か
と
い
う
問
題
に
直
結

し
、
事
態
を
よ
り
一
層
複
雑
化
さ
せ
て
き
た
の
で
あ
る
。

『
華
厳
三
昧
観
』
関
連
伝
本
の
考
察

（
柳
下
）
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第
一

発
心

一

直
心

十
心

二

深
心

十
心

三

大
悲
心

十
心

第
二

簡
教

十
義

第
三

顕
過

四
門

第
四

表
徳
（
顕
徳
）

一

表
徳
（
真
空
観
） 
四
門

二

理
事
無
礙
観

十
門

三

周
遍
含
容
観

十
門

四

色
空
章
十
門
止
観

十
門

五

理
事
円
融
義

十
義

『
発
菩
提
心
章
』(

大
正
蔵)

第
一

発
心

一

直
心

十
心

二

深
心

十
心

三

大
悲
心

十
心

第
二

簡
教

十
義

第
三

顕
過

四
門

第
四

表
徳
（
顕
徳
）

一

真
空
観(

本
文
無
し)

二

理
事
無
礙
観(

本
文
無
し)

三

周
遍
含
容
観(

本
文
無
し)

四

色
空
章
十
門
止
観

十
門

五

理
事
円
融
義

十
義

『
三
昧
章
』

一

真
空
観

四
門

二

理
事
無
礙
観

十
門

三

周
遍
含
容
観

十
門

『
法
界
観
門
』

（
二
）
本
研
究
の
目
的
と
方
法
論

本
研
究
の
最
終
的
な
目
的
は
、
未
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
『
華
厳
三
昧
観
』
の
全
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。

そ
の
た
め
の
課
題
は
大
別
し
て
三
つ
あ
る
。
第
一
に
『
発
菩
提
心
章
』
と
『
三
昧
章
』
の
ど
ち
ら
が
『
華
厳
三
昧
観
』
の

原
形
に
よ
り
忠
実
な
内
容
を
伝
え
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
。
第
二
に
、
『
法
界
観
門
』
相
当
の
文
が
杜
順
に
帰
属
す
べ

論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想

第
34
号
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き
も
の
か
、
法
蔵
の
思
想
と
見
る
べ
き
か
と
い
う
問
題5

。
第
三
に
『
発
菩
提
心
章
』
あ
る
い
は
『
三
昧
章
』
は
『
華
厳
三

昧
観
』
そ
の
も
の
と
見
な
す
べ
き
か
、
後
代
に
お
け
る
増
広
や
改
変
を
経
た
も
の
と
判
断
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
論
点
を
め
ぐ
り
、
先
行
研
究
で
は
経
録
の
記
述
や
文
献
学
的
な
検
討
に
基
づ
き
、
各
書
の
正
当
性
が
示
さ
れ

て
き
た
が
、
未
だ
定
説
を
見
る
に
至
っ
て
い
な
い
。
先
行
研
究
に
は
、
論
者
の
主
観
に
よ
っ
て
結
論
が
大
き
く
左
右
さ
れ

る
場
合
や
、
本
文
の
信
頼
性
の
精
査
が
な
い
ま
ま
、
特
定
の
資
料
を
偏
重
す
る
こ
と
が
多
々
あ
り
、
実
証
的
な
検
討
が
不

十
分
な
場
合
も
少
な
く
な
い
。

か
か
る
状
況
を
踏
ま
え
、
本
稿
は
客
観
的
根
拠
に
基
づ
い
た
議
論
を
展
開
す
る
た
め
、
二
つ
の
手
法
を
主
軸
に
据
え
、

『
華
厳
三
昧
観
』
関
連
伝
本
の
資
料
と
し
て
の
信
頼
性
を
検
討
す
る
。
第
一
の
手
法
は
経
録
を
は
じ
め
と
す
る
関
連
文
献

の
記
録
の
比
較
検
討
、
第
二
に
は
現
存
す
る
諸
本
間
の
校
合
に
よ
る
本
文
内
容
の
比
較
分
析
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
業
に

よ
り
本
研
究
は
、
先
行
研
究
に
お
け
る
成
果
を
批
判
的
に
総
括
し
、
『
華
厳
三
昧
観
』
の
全
容
解
明
の
た
め
の
文
献
上
の

基
盤
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

二

経
録
に
お
け
る
記
述

（
一
）
『
華
厳
三
昧
観
』

本
章
で
は
ま
ず
、
文
献
上
の
記
録
を
手
が
か
り
と
し
て
、
『
華
厳
三
昧
観
』
お
よ
び
関
連
著
作
の
成
立
と
伝
存
の
経
緯

に
つ
い
て
検
証
す
る
。

『
華
厳
三
昧
観
』
関
連
伝
本
の
考
察

（
柳
下
）
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『
華
厳
三
昧
観
』
の
存
在
を
確
認
出
来
る
最
も
早
い
例
は
、
宗
密
『
行
願
疏
鈔
』
で
の
引
用
で
あ
る
。
一
方
、
同
書
を

参
照
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
下
限
は
、
高
麗
の
義
天
（
一
〇
五
五―

一
一
〇
一
）
の
『
新
編
諸
宗
教
蔵
総
録
』
（
以
下
、

『
義
天
録
』
）
の
法
蔵
撰
と
さ
れ
る
「
三
昧
観
一
巻
」
の
記
録
で
あ
る6

。
こ
れ
以
降
、
同
書
へ
の
言
及
は
見
ら
れ
な
い
。

な
お
、
澄
観
の
活
躍
し
た
時
期
に
入
唐
留
学
し
た
空
海
（
七
七
四―

八
三
五
）
の
『
秘
蔵
宝
鑰
』
に
は
「
杜
順
和
上
依

此
法
門
造
五
教
花
厳
三
昧
法
界
観
等7

。
（
杜
順
和
上
は
こ
の
法
門
に
よ
っ
て
五
教
花
厳
三
昧
法
界
観
等
を
作
っ
た
。
）
」

と
述
べ
ら
れ
、
先
行
研
究
で
は
多
く
の
場
合
、
『
五
教
止
観
』
・
『
華
厳
三
昧
観
』
・
『
法
界
観
門
』
が
並
記
さ
れ
て
い

る
と
解
釈
す
る
。
こ
の
記
述
が
『
華
厳
三
昧
観
』
を
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
が
同
書
へ
の
最
初
の
言
及
と
言
え
る
が
、

空
海
が
『
十
住
心
論
』
に
お
い
て
『
五
教
止
観
』
の
第
五
華
厳
三
昧
門
を
「
又
杜
順
和
尚
花
厳
三
昧
云8

」
と
引
用
し
て
い

る
事
実
を
鑑
み
れ
ば
、
『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
記
述
は
『
華
厳
三
昧
観
』
を
指
す
の
で
は
な
く
、
『
五
教
止
観
』
の
第
五
華
厳

三
昧
門
と
解
釈
す
る
余
地
が
残
さ
れ
て
い
て
、
必
ず
し
も
定
か
で
は
な
い
。

日
本
で
は
そ
の
他
、
延
喜
十
四
年
（
九
一
四
）
に
朝
廷
に
奏
上
さ
れ
た
円
超
撰
『
華
厳
宗
章
疏
並
因
明
録
述
』
（
以
下
、

『
円
超
録
』
）
に
記
載
が
あ
る9

。
し
か
し
、
『
円
超
録
』
に
は
「
未
知
巻
数
」
と
記
載
さ
れ
る
書
が
散
見
し
、
日
本
へ
の

伝
来
が
疑
わ
れ
る
書
目
も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
本
録
の
記
述
を
も
っ
て
『
華
厳
三
昧
観
』
が
日
本
に
存
在
し
て
い
た
こ

と
を
確
定
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
い
。
さ
ら
に
、
凝
然
は
同
書
を
参
照
出
来
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
少
な
く
と

も
十
三
世
紀
初
頭
に
は
、
『
華
厳
三
昧
観
』
の
原
本
が
参
照
不
可
能
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
『
華
厳
三

昧
観
』
は
そ
も
そ
も
記
録
が
少
な
く
、
朝
鮮
で
十
一
世
紀
に
確
認
さ
れ
た
こ
と
を
最
後
に
東
ア
ジ
ア
の
文
献
上
か
ら
そ
の

論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想

第
34
号
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姿
を
消
し
、
佚
書
と
な
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

（
二
）
『
発
菩
提
心
章
』

『
発
菩
提
心
章
』
は
、
管
見
の
限
り
中
国
・
朝
鮮
で
は
そ
の
記
録
が
一
切
確
認
出
来
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
日
本
で
は
、

法
蔵
の
没
後
三
十
年
程
度
の
正
倉
院
文
書
に
、
関
連
す
る
記
述
が
複
数
見
出
さ
れ
る
。
例
え
ば
天
平
十
五
年
（
七
四
三
）

に
は
「
華
厳
発
菩
提
心
義
」
が
撰
者
未
記
載
で1
0

、
天
平
勝
宝
三
年
（
七
五
一
）
に
は
、
法
蔵
の
撰
述
と
し
て
記
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
天
平
十
六
年
（
七
四
四
）1

1

、
天
平
宝
字
七
年
（
七
六
三
）1

2

、
神
護
景
雲
元
年
（
七
六
七
）1

3

に
は
「
発

菩
提
心
義
」
が
、
天
平
二
十
年
（
七
四
八
）
に
は
「
華
厳
発
薀
心
」1

4

が
撰
者
未
記
載
で
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
書
名
は

微
細
な
相
違
が
存
在
す
る
も
の
の
、
当
時
の
華
厳
関
係
の
著
作
に
類
例
が
存
在
し
な
い
た
め
、
い
ず
れ
も
『
発
菩
提
心

章
』
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る1

5

。
さ
ら
に
、
法
然
（
一
一
三
三―

一
二
一
二
）
の
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
に
は
、
「
華

厳
亦
有
菩
提
心
。
如
彼
菩
提
心
義
及
遊
心
安
楽
道
等
説1

6

。
（
華
厳
に
も
ま
た
菩
提
心
が
あ
る
。
華
厳
の
『
菩
提
心
義
』

及
び
『
遊
心
安
楽
道
』
等
に
説
か
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。
）
」
と
あ
り
、
『
発
菩
提
心
義
』
と
い
う
名
称
の
写
本
が
十
二

世
紀
末
ま
で
存
在
し
て
い
た
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

以
上
の
事
実
か
ら
、
筆
者
は
『
発
菩
提
心
章
』
が
日
本
に
伝
わ
っ
た
際
、
呼
称
が
未
だ
不
統
一
で
あ
っ
た
と
推
測
す
る
。

法
蔵
の
著
作
に
は
『
五
教
章
』
や
『
三
宝
章
』
な
ど
、
『
発
菩
提
心
章
』
と
同
様
に
題
目
が
不
確
定
な
書
が
複
数
存
在
す

る
。
加
え
て
、
発
菩
提
心
と
い
う
題
目
は
本
書
冒
頭
の
発
心
第
一
の
内
容
に
の
み
相
当
し
、
著
作
全
体
の
内
容
を
包
含
す
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る
も
の
と
は
言
い
難
い
。
し
た
が
っ
て
、
撰
述
当
時
は
異
な
る
題
号
で
あ
っ
た
か
、
あ
る
い
は
未
題
で
あ
っ
た
可
能
性
も

否
定
出
来
な
い
。

そ
の
他
の
経
録
に
目
を
向
け
る
と
、
『
円
超
録
』
に
は
、
「
華
厳
三
昧
観
」
と
「
華
厳
発
菩
提
心
義
」
が
、
法
蔵
撰
述

の
別
個
の
書
と
し
て
登
載
さ
れ
て
い
る1

7

。
嘉
保
元
年
（
一
〇
九
四
）
成
立
の
『
東
域
伝
灯
目
録
』
（
以
下
、
『
永
超

録
』
）
も
「
同
発
菩
提
心
章
一
巻1

8

」
を
法
蔵
撰
述
と
し
て
記
し
、
そ
れ
以
降
の
日
本
の
諸
録
で
は
、
一
貫
し
て
『
発
菩

提
心
章
』
が
法
蔵
撰
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。

な
お
、
木
村
清
孝
氏
は
法
蔵
の
弟
子
の
慧
苑
（
六
七
三―

七
四
三
）
が
撰
述
し
た
『
刊
定
記
』
に
見
ら
れ
る
「
若
広
顕

因
緣
、
如
菩
提
心
章1

9

。
」
と
い
う
文
が
『
発
菩
提
心
章
』
を
指
す
と
解
釈
し
、
舘
野
正
生
氏
や
中
西
俊
英
氏
も
同
じ
立

場
を
と
る2

0

。
こ
れ
に
対
し
、
吉
津
宜
英
氏
は
『
発
菩
提
心
章
』
は
当
該
箇
所
に
内
容
的
に
対
応
し
な
い
と
述
べ
、
木
村

氏
の
主
張
に
疑
問
を
呈
す
る2
1

。
筆
者
は
前
述
の
通
り
、
『
発
菩
提
心
章
』
の
題
目
が
日
本
で
確
定
し
た
可
能
性
が
高
い

と
考
え
る
立
場
か
ら
、
『
刊
定
記
』
が
指
す
「
菩
提
心
章
」
と
は
、
智
儼
（
六
〇
二―

六
六
八
）
撰
『
孔
目
章
』
賢
首
品

初
立
発
菩
提
心
章
、
あ
る
い
は
浄
影
寺
慧
遠
（
五
二
三―

五
九
二
）
撰
『
大
乗
義
章
』
発
菩
提
心
義
で
あ
る
と
推
測
す
る
。

（
三
）
『
三
昧
章
』

『
三
昧
章
』
の
文
献
上
の
初
出
は
、
宋
の
永
明
延
寿
（
九
〇
四―
九
七
六
）
が
『
心
賦
註
』
で
、
第
五
理
事
円
融
義
を

引
用
す
る
箇
所
で
あ
る2

2

。
中
国
に
お
い
て
『
三
昧
章
』
は
、
後
述
の
高
山
寺
宋
版
本
や
東
大
寺
南
宋
本
が
現
存
す
る
こ
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と
が
示
す
よ
う
に
、
広
く
流
布
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
南
条
文
雄
氏
が
写
本
を
発
見
し
た
こ
と
に
よ
り
、
朝

鮮
で
も
流
通
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
が
、
当
該
写
本
の
伝
来
経
緯
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。

一
方
、
日
本
で
は
後
述
す
る
高
野
山
宝
寿
院
写
本
の
存
在
か
ら
、
十
三
世
紀
前
半
に
は
日
本
に
伝
来
し
て
い
た
こ
と
が

確
実
で
あ
る
。
文
献
上
で
は
、
明
恵
の
孫
弟
子
に
あ
た
る
順
高
（
一
二
一
八―

一
二
七
二
？
）
の
『
起
信
論
本
疏
聴
集

記
』2

3

、
凝
然
の
『
通
路
起
』
や
『
華
厳
宗
要
義
』
に
同
書
へ
の
言
及
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
の
他
の
経
録
な
ど
に
は

登
載
さ
れ
て
い
な
い2

4
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
後
述
す
る
湛
睿
写
本
の
奥
書
に
「
秘
蔵
々
々
聊
不
可
許
人
矣2

5

」
と
の
一
節

が
存
在
す
る
こ
と
は
、
日
本
に
お
い
て
『
三
昧
章
』
が
秘
蔵
さ
れ
、
閲
覧
が
制
限
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

以
上
の
点
を
整
理
す
る
と
、
『
三
昧
章
』
は
、
伝
存
が
日
本
に
ほ
ぼ
限
定
さ
れ
る
『
発
菩
提
心
章
』
と
は
異
な
り
、
中

国
本
土
や
朝
鮮
半
島
に
お
い
て
も
伝
播
し
て
い
た
事
実
が
確
認
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
文
献
上
の
初
出
は
、

『
発
菩
提
心
章
』
と
比
較
し
て
二
百
年
程
度
の
時
代
的
隔
た
り
が
認
め
ら
れ
る
。

（
四
）
『
法
界
観
門
』

『
法
界
観
門
』
の
名
が
登
場
す
る
最
古
の
記
述
は
、
貞
元
三
年
（
七
八
七
）
頃
ま
で
に
成
立
し
た
澄
観
（
七
三
八―

八

三
九
）
の
『
華
厳
経
疏
』
で
あ
る2

6

。
澄
観
は
別
教
一
乗
の
法
門
を
明
所
依
体
事
・
摂
帰
真
実
・
彰
其
無
礙
・
周
遍
含
容

に
分
か
ち
、
第
二
摂
帰
真
実
を
解
説
す
る
箇
所
で
『
法
界
観
門
』
に
言
及
す
る
。
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第
二
摂
帰
真
実
者
、
即
真
空
絶
相
。
経
云
、
法
性
本
空
寂
無
取
亦
無
見
。
性
空
即
是
仏
、
不
可
得
思
量
。
亦
有
十
義
。

如
法
界
観2

7

。 
第
二
に
真
実
に
摂
帰
す
る
と
は
、
す
な
わ
ち
真
実
の
空
が
形
相
を
絶
す
る
こ
と
で
あ
る
。
八
十
『
華
厳
』
に
い
う
に

は
、
法
性
は
本
来
空
寂
で
あ
り
、
知
覚
す
る
こ
と
も
無
け
れ
ば
見
る
こ
と
も
無
い
。
本
性
と
し
て
の
空
は
す
な
わ
ち

仏
で
あ
り
、
思
量
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
ま
た
〔
こ
れ
に
つ
い
て
〕
十
義
が
あ
る
。
「
法
界
観
」
に
あ
る
通
り
で

あ
る
。

澄
観
は
摂
帰
真
実
の
内
容
で
あ
る
真
空
絶
相
に
は
十
義
が
あ
り
、
そ
れ
は
「
法
界
観
」
に
説
か
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る

と
い
う
。
こ
の
「
法
界
観
」
と
は
『
法
界
観
門
』
の
真
空
観
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
『
華
厳
経

疏
』
に
澄
観
自
身
が
重
ね
て
註
釈
を
施
し
た
『
演
義
鈔
』
で
は
、
摂
帰
真
実
・
彰
其
無
礙
・
周
遍
含
容
が
そ
れ
ぞ
れ
『
法

界
観
門
』
の
三
観
（
真
空
観
・
理
事
無
礙
観
・
周
遍
含
容
観
）
に
対
応
す
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
加
え

て
こ
こ
で
は
『
法
界
観
門
』
を
杜
順
撰
と
述
べ
て
い
て
、
こ
れ
が
『
法
界
観
門
』
杜
順
撰
述
説
の
初
出
で
あ
る2

8

。
ま
た
、

澄
観
が
『
法
界
観
門
』
に
註
釈
を
施
し
た
『
法
界
玄
鏡
』
で
は
、
澄
観
以
前
に
既
に
他
の
註
釈
書
が
存
在
し
た
可
能
性
を

示
す
記
述
が
あ
る
。
た
だ
し
、
『
華
厳
三
昧
観
』
や
『
発
菩
提
心
章
』
の
よ
う
に
『
法
界
観
門
』
の
記
述
が
含
ま
れ
る
書

の
註
釈
で
あ
る
可
能
性
は
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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朝
鮮
半
島
に
お
い
て
は
、
十
一
世
紀
成
立
の
『
義
天
録
』
に
「
法
界
観
一
巻

旋
澓
頌
附

法
順
俗
姓
杜
氏
世
称
杜
順

述2
9

。
」
と
記
さ
れ
、
杜
順
の
撰
述
に
帰
属
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。

日
本
に
お
け
る
最
古
の
記
録
は
、
最
澄
が
唐
か
ら
請
来
し
た
書
籍
を
ま
と
め
た
貞
元
二
十
一
年
（
八
〇
五
）
成
立
の

『
伝
教
大
師
将
来
越
州
録
』
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
「
華
厳
法
界
観
一
卷3

0

」
と
の
み
記
さ
れ
、
撰
者
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

日
本
で
は
じ
め
て
同
書
を
杜
順
撰
述
と
す
る
の
は
、
前
述
し
た
空
海
の
『
秘
蔵
宝
鑰
』
で
あ
り
、
そ
の
他
、
円
仁
の
『
入

唐
身
求
聖
教
目
録
』
に
も
杜
順
撰
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る3

1

。 

以
上
の
よ
う
に
、
『
法
界
観
門
』
の
存
在
が
文
献
上
で
確
認
出
来
る
の
は
澄
観
の
著
作
が
上
限
で
あ
り
、
『
発
菩
提
心

章
』
の
最
古
の
記
録
か
ら
五
十
年
程
度
下
る
。

（
四
）
小
結

先
行
研
究
の
一
部
で
は
、
右
の
よ
う
な
記
録
に
基
づ
い
て
両
書
の
成
立
の
前
後
関
係
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
例
え
ば
常

盤
大
定
氏
は
、
『
三
昧
章
』
が
中
国
・
朝
鮮
に
も
伝
存
す
る
事
実
を
重
視
し
、
朝
鮮
本
『
三
昧
章
』
こ
そ
が
『
華
厳
三
昧

観
』
の
最
古
の
形
式
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
日
本
に
し
か
見
ら
れ
な
い
『
発
菩
提
心
章
』
は
本
邦
に
お
い
て
『
法
界
観

門
』
を
追
補
し
た
後
世
の
偽
作
で
あ
る
と
主
張
す
る3

2

。 

こ
れ
に
対
し
て
鈴
木
宗
忠
氏
は
、
『
華
厳
三
昧
観
』
が
日
本
に
『
発
菩
提
心
章(

義)

』
と
い
う
名
称
で
伝
来
し
た
と
推

測
し
、
舘
野
氏
も
同
様
の
見
解
を
示
し
て
い
る3

3

。
ま
た
、
木
村
氏
は
両
書
と
も
に
『
華
厳
三
昧
観
』
そ
の
も
の
で
は
な
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華
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い
が
、
『
発
菩
提
心
章
』
の
成
立
は
記
録
上
『
三
昧
章
』
よ
り
先
行
し
て
い
て
、
『
三
昧
章
』
は
『
法
界
観
門
』
を
配
慮

し
た
後
人
の
改
訂
と
考
え
ら
れ
る
と
述
べ
て
い
る3

4

。 
筆
者
は
『
三
昧
章
』
が
中
国
・
朝
鮮
に
存
在
し
て
い
た
事
実
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
直
ち
に
法
蔵
の
『
華
厳
三
昧
観
』

で
あ
る
と
断
定
す
る
こ
と
は
早
計
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
れ
は
法
蔵
没
後
に
『
三
昧
章
』
が
中
国
ま
た
は
朝
鮮
で
作
ら
れ

た
可
能
性
は
依
然
と
し
て
排
除
出
来
な
い
こ
と
に
加
え
、
記
録
上
の
初
出
は
『
発
菩
提
心
章
』
が
先
行
す
る
た
め
で
あ
る
。

特
に
正
倉
院
文
書
の
中
に
『
華
厳
三
昧
観
』
と
『
三
昧
章
』
の
名
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
『
華
厳
三
昧
観
』
の
日
本
へ

の
未
伝
お
よ
び
『
三
昧
章
』
よ
り
も
『
発
菩
提
心
章
』
の
成
立
が
先
行
し
得
る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
記
録

上
の
先
後
の
み
を
根
拠
と
し
て
、
『
発
菩
提
心
章
』
の
成
立
が
先
行
す
る
と
断
定
す
る
こ
と
も
ま
た
難
し
く
、
現
存
す
る

文
献
記
録
の
み
に
基
づ
い
て
両
書
の
成
立
の
先
後
関
係
を
確
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
こ

で
本
稿
で
は
次
章
以
降
、
諸
本
の
校
異
か
ら
両
書
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
。

三

『
発
菩
提
心
章
』
と
『
三
昧
章
』
諸
本
の
来
歴
と
特
徴

（
一
）
『
発
菩
提
心
章
』
諸
本
に
つ
い
て

『
発
菩
提
心
章
』
と
『
三
昧
章
』
に
は
、
複
数
の
資
料
が
伝
存
し
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
従
来
、
こ
れ
ら

の
諸
本
に
対
す
る
系
統
的
な
整
理
は
、
十
分
に
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
現
存
す
る
両
書
の
諸
本
に

つ
い
て
、
判
明
し
て
い
る
情
報
を
集
約
・
整
理
し
、
四
章
で
行
う
本
文
校
合
の
前
提
を
整
備
す
る
。
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ま
ず
『
発
菩
提
心
章
』
の
現
存
す
る
資
料
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

〈
活
字
本
〉

①
続
蔵
本

続
蔵
一
〇
三
巻
所
収
。
底
本
に
曼
陀
羅
院
刊
本
を
用
い
る
も
、
『
三
昧
章
』
の
影
響
が
見
ら
れ
、
『
三
昧
章
』
朝
鮮
本

を
校
訂
に
用
い
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

②
大
正
蔵
本

大
正
蔵
四
五
巻
所
収
。
底
本
を
続
蔵
本
、
甲
本
を
山
城
屋
刊
本
（
序
無
し
）
と
し3

5

、
続
蔵
本
に
お
け
る
『
三
昧
章
』

の
影
響
を
排
除
し
て
い
る
。

〈
刊
本
〉

③
曼
陀
羅
院
刊
本

正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）

最
初
に
成
立
し
た
刊
本
と
考
え
ら
れ
、
「
錦
綾
山
曼
陀
羅
院
蔵
版
」
と
記
さ
れ
る
。
冒
頭
の
凡
例
に
は
、
編
纂
の
経
緯

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

此
章
別
有
異
本
。
而
文
画
多
紕
謬
。
字
句
頗
欠
脱
。
今
、
以
栂
尾
・
南
都
諸
本
随
義
参
訂
改
正
。
筆
削
非
私
意
也
。

毎
値
文
有
大
異
繋
之
鼇
頭3

6

。 
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こ
の
『
発
菩
提
心
章
』
に
は
別
に
異
本
が
あ
る
。
し
か
し
文
画
は
多
く
あ
や
ま
り
、
字
句
も
頗
る
欠
脱
し
て
い
る
。

今
、
栂
尾
・
南
都
の
諸
本
を
も
っ
て
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
し
た
が
っ
て
参
訂
改
正
し
た
。
〔
こ
う
し
た
〕
筆
削
は

私
意
で
行
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
文
の
大
き
な
相
違
が
あ
る
と
こ
ろ
に
は
頭
注
に
内
容
を
記
し
た
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
本
刊
本
は
「
異
本
」
（
凡
例
の
最
後
に
『
三
昧
章
』
を
批
判
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
を
指
す
か
）
に
誤
り

や
欠
脱
が
多
か
っ
た
た
め
、
栂
尾
・
南
都
の
諸
本
に
よ
っ
て
校
合
を
施
し
て
改
訂
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
異
同
が

明
記
さ
れ
た
箇
所
は
十
一
箇
所
に
留
ま
る
が
、
現
存
す
る
宗
性
・
湛
睿
・
高
山
寺
写
本
と
は
四
百
箇
所
以
上
の
相
違
が

存
在
し
、
全
く
異
な
る
系
統
の
資
料
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

④
山
城
屋
刊
本

享
保
一
六
年
（
一
七
三
一
）

序
を
有
す
る
本
と
欠
く
本
の
二
種
類
（
本
文
は
同
一
）
が
あ
る
。
序
に
よ
れ
ば
、
増
上
寺
の
白
蘋
雅
山
が
関
西
で
衆
本

を
集
め
て
校
合
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
内
容
は
一
つ
の
校
異
を
除
い
て
曼
陀
羅
院
刊
本
と
一
致
す
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
版
木
を
流
用
し
た
改
訂
版
と
考
え
ら
れ
る3

7

。
曼
陀
羅
院
刊
本
に
な
い
校
異
は
、
第
三
顕
過
に
存
在
し
、

宗
性
本
の
記
述
と
一
致
す
る
。

⑤
丁
字
屋
刊
本

享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）

内
容
は
山
城
屋
刊
本
の
序
を
欠
い
た
本
と
同
一
。
奥
書
に
「
享
保
十
六
年
辛
亥
秋
八
月
吉
辰
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

江
戸
で
刊
行
さ
れ
た
山
城
屋
刊
本
を
同
年
に
京
で
刊
行
し
た
も
の
と
推
測
出
来
る
。
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〈
写
本
〉

⑥
東
大
寺
宗
性
本

寛
元
三
年
（
一
二
四
五
）

奥
書
か
ら
寛
元
三
年
（
一
二
四
五
）
に
宗
性
（
一
二
〇
二―

一
二
七
八
）
が
東
大
寺
西
塔
院
で
書
写
し
た
こ
と
が
判
明

し
て
い
る
。
東
大
寺
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
に
は
三
好
鹿
雄
氏
に
よ
る
写
し
が
存
在
す
る
。

本
稿
で
は
東
京
大
学
所
蔵
本
を
利
用
し
た
。

⑦
金
沢
文
庫
湛
睿
本

十
三
世
紀
後
半
か
ら
十
四
世
紀
前
半

凝
然
の
弟
子
、
湛
睿
（
一
二
七
一―

一
三
四
六
）
の
手
に
よ
る
写
本
。
筆
者
は
、
金
沢
文
庫
の
櫻
井
唯
氏
よ
り
『
発
菩

提
心
章
』
お
よ
び
『
三
昧
章
』
の
湛
睿
写
本
が
金
沢
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、

断
簡
の
調
査
に
至
る
ま
で
ご
配
慮
を
賜
り
、
本
資
料
全
体
を
実
見
す
る
機
会
を
得
た
。
本
写
本
に
は
断
簡
を
含
め
て
次

の
四
つ
の
資
料
が
あ
る
。

・
称
名
寺
聖
教
六
一
函
三
号
『
発
菩
提
心
章
』
（
湛
睿
手
沢
本
）

・
称
名
寺
聖
教
三
二
九
函
八
四
号
『
発
菩
提
心
章
』
（
不
明
、
前
欠
）

・
称
名
寺
聖
教
四
五
三
函
二
二
号
一
『
発
菩
提
心
章
』
（
断
簡
、
三
紙
）

・
称
名
寺
聖
教
四
五
三
函
二
二
号
二
『
発
菩
提
心
章
』
（
断
簡
、
六
紙
）

最
初
の
六
一
函
三
号
は
一
冊
の
体
を
取
っ
て
い
る
が
、
内
容
は
三
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。
前
部
は
『
発
菩
提
心
章
』
冒

頭
か
ら
表
徳
第
四
の
第
一
真
空
観
の
一
部
ま
で
、
中
部
は
同
じ
く
表
徳
の
第
二
理
事
無
礙
観
か
ら
第
三
周
遍
含
容
観
の

『
華
厳
三
昧
観
』
関
連
伝
本
の
考
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一
部
、
後
部
は
師
会
『
華
厳
融
会
一
乗
義
章
明
宗
記
』
巻
一
で
あ
る
。
ま
た
、
断
簡
の
四
五
三
函
二
二
号
二
は
目
録
上

六
紙
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
に
は
十
紙
の
断
簡
で
あ
る
。
こ
れ
ら
四
資
料
は
元
々
一
つ
の
写
本
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
記
述
箇
所
を
復
元
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

六
一
函
三
号
（
前
）

冒
頭―

表
徳
第
四
第
一
真
空
観
三
色
空
無
礙
観

四
五
三
函
二
二
号
二
①

三
色
空
無
礙
観―

四
泯
絶
無
寄
観

四
五
三
函
二
二
号
二
②

四
泯
絶
無
寄
観―

第
二
理
事
無
礙
観
一
理
遍
於
事
門

四
五
三
函
二
二
号
二
③

第
二
理
事
無
礙
観
一
理
遍
於
事
門―

二
事
遍
於
理
門

四
五
三
函
二
二
号
二
④

二
事
遍
於
理
門
の
一
部

六
一
函
三
号
（
中
）

二
事
遍
於
理
門―

第
三
周
遍
含
容
観
六
遍
容
無
礙
門

四
五
三
函
二
二
号
二
⑤

第
三
周
遍
含
容
観
六
遍
容
無
礙
門―

七
摂
入
無
礙
門

四
五
三
函
二
二
号
二
⑥

七
摂
入
無
礙
門―

九
相
在
無
碍
門

四
五
三
函
二
二
号
二
⑦

九
相
在
無
碍
門―
第
四
色
空
章
十
門
止
観
二
依
理
起
事
門

四
五
三
函
二
二
号
二
⑧

第
四
色
空
章
十
門
止
観
二
依
理
起
事
門―

四
理
事
双
絶
門

四
五
三
函
二
二
号
二
⑨

四
理
事
双
絶
門
の
み

四
五
三
函
二
二
号
二
⑩

十
主
伴
円
備
門
途
中―

第
五
理
事
円
融
義
二
理
法
隠
顕
門

四
五
三
函
二
二
号
一

第
五
理
事
円
融
義
二
理
法
隠
顕
門―

四
事
々
相
在
門
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三
二
九
函
八
四
号

四
事
々
相
在
門
以
降

こ
の
よ
う
に
、
本
写
本
で
は
わ
ず
か
に
第
四
色
空
章
十
門
止
観
の
第
五
門
か
ら
第
十
門
の
途
中
ま
で
が
散
逸
し
て
い
る
。

ま
た
、
状
態
が
悪
い
箇
所
が
多
く
、
部
分
的
に
読
み
取
り
不
可
能
な
箇
所
が
存
在
す
る
。
内
容
は
宗
性
本
に
類
似
す
る

が
、
宗
性
本
に
お
け
る
脱
字
が
複
数
存
在
し
て
い
る
他
、
明
確
に
相
違
す
る
箇
所
も
存
在
す
る
た
め
、
別
の
本
に
基
づ

い
て
書
写
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑧
高
山
寺
本
（
甲
）

建
久
六
年
（
一
一
九
五
）

令
和
七
年
度
古
典
籍
展
観
大
入
札
会
に
出
品
さ
れ
た
、
高
山
寺
旧
蔵
の
写
本
。
奥
書
に
は
「
建
久
六
年
六
月
□
□
三
日

於
十
无
尽
院
［

］
」
と
あ
り
、
明
恵
の
筆
と
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
現
存
最
古
の
写
本
で
あ
る
が
、
本
稿
執
筆
時
点
で

は
所
在
不
明
で
あ
る
。
筆
者
は
出
品
時
に
目
視
で
重
要
な
異
同
箇
所
を
確
認
し
た
。
そ
の
結
果
、
諸
刊
本
の
頭
注
に

「
一
切
法
下
二
十
三
字
栂
尾
本
脱
」
と
記
さ
れ
る
簡
教
第
二
の
欠
文
が
一
致
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
欠
文
は
、

宗
性
本
に
お
い
て
も
異
本
の
異
同
と
し
て
採
録
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
他
の
記
述
も
宗
性
本
異
本
と
多
く
一
致
す
る

こ
と
か
ら
、
本
写
本
は
宗
性
本
異
本
と
同
一
系
統
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
高
山
寺
に
は
少
な
く

と
も
江
戸
時
代
ま
で
、
刊
本
が
底
本
と
し
た
、
別
系
統
の
写
本
が
存
在
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
資
料
の
う
ち
、
活
字
本
や
刊
本
は
す
べ
て
、
高
山
寺
本
（
甲
）
と
は
異
な
る
現
在
所
在
不
明
の
高
山
寺
本
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（
乙
）
か
ら
派
生
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
高
山
寺
本
（
乙
）
と
は
、
普
寂
（
一
七
〇
七―

一
七
八
一
）
の
『
探
玄
記
発
揮

鈔
』
巻
九
に
「
賢
首
造
二

発
菩
提
心
章
一

。
在
二

於
栂
尾
蔵
中
一3

8

。
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
江
戸
時
代
ま
で
は
存
在
が
確

認
出
来
る
写
本
で
あ
り
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
普
寂
は
次
の
よ
う
な
批
判
を
加
え
る
。

近
有
好
事
漢
、
贅
加
性
具
性
悪
之
偽
文
、
欺
惑
天
下
之
人
。
彼
章
転
写
在
于
洛
西
長
時
、
予
親
撿
尋
全
無
此
文
。
此

本
之
外
、
没
無
余
本
。
誑
惑
可
知3

9

。 

近
年
物
好
き
な
人
物
が
い
て
、
性
具
性
悪
と
い
う
偽
り
の
文
を
加
え
、
天
下
の
人
を
欺
き
惑
わ
し
た
。
洛
西
で
長
い

間
『
発
菩
提
心
章
』
を
転
写
し
た
時
、
私
は
親
し
く
全
て
の
資
料
を
探
し
求
め
た
が
こ
の
文
は
無
か
っ
た
。
こ
の

〔
栂
尾
〕
本
以
外
に
、
他
の
本
に
は
無
い
。
〔
し
た
が
っ
て
、
こ
の
文
は
近
年
の
人
が
〕
だ
ま
し
惑
わ
せ
て
い
る
も

の
だ
と
知
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

普
寂
は
「
性
具
性
悪
之
偽
文
」
が
栂
尾
高
山
寺
の
写
本
に
の
み
見
ら
れ
、
他
本
に
は
存
在
し
な
い
と
い
う
。
し
か
し
、

こ
の
「
性
具
性
悪
之
偽
文
」
に
相
当
す
る
記
述
は
現
存
す
る
高
山
寺
本
（
甲
）
に
は
見
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
活
字
本
及
び
刊

本
の
第
五
理
事
円
融
義
第
十
門
の
記
述
に
共
通
し
て
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
刊
本
の
元
と
な
る
曼
陀
羅
院
刊
本
は
「
性
具

性
悪
之
偽
文
」
を
含
む
上
、
そ
の
他
の
箇
所
も
宗
性
・
湛
睿
・
高
山
寺
（
甲
）
写
本
と
は
多
く
相
違
す
る
こ
と
か
ら
、
現
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存
し
な
い
高
山
寺
本
（
乙
）
を
底
本
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
普
寂
が
「
近
有
二

好
事
漢
一

」
と
述
べ
る
よ
う

に
、
高
山
寺
本
（
乙
）
の
成
立
は
他
本
よ
り
も
遅
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る4

0

。

し
た
が
っ
て
、
現
存
す
る
『
発
菩
提
心
章
』
は
四
系
統
で
あ
り
、
そ
れ
を
図
式
化
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

本
研
究
で
は
便
宜
上
、
三
系
統
の
う
ち
高
山
寺
本
（
乙
）
の
系
統
を
刊
本
系
統
、
東
大
寺
宗
性
本
・
金
沢
文
庫
湛
睿

本
・
高
山
寺
本
（
甲
）
の
三
系
統
を
合
わ
せ
て
写
本
系
統
と
呼
称
す
る
。

な
お
、
刊
本
系
統
と
写
本
系
統
の
間
に
は
四
百
五
十
近
く
の
異
同
が
存
在
す
る
。
そ
の
た
め
、
『
三
昧
章
』
と
の
校
合

に
際
し
て
、
い
ず
れ
の
系
統
の
記
述
を
優
先
す
る
べ
き
か
を
分
明
に
裁
定
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、

四
つ
の
観
点
か
ら
刊
本
系
統
と
写
本
系
統
の
間
の
重
大
な
相
違
点
を
抽
出
し
、
両
系
統
の
信
頼
性
を
検
証
す
る
。

第
一
に
、
刊
本
系
統
に
の
み
存
在
し
、
写
本
系
統
に
は
見
ら
れ
な
い
記
述
と
し
て
、
第
五
理
事
円
融
義
に
は
次
の
よ
う

な
長
文
が
あ
る
。
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然①

此
具
徳
門
中
一
法
法
爾
性
具
善
悪
。
故②

経
曰
、
於
一
微
塵
中
各
示
那
由
他
無
数
億
諸
仏
於
中
而
説
法
。
於
一
微
塵

中
現
無
量
仏
国
須
弥
金
剛
囲
世
間
不
迫
作
。
於
一
微
塵
中
現
有
三
悪
道
天
人
阿
修
羅
各
各
受
業
報
。
如③

斯
並
是
実
事

非
変
化
作
。
是
法
性
実
徳
法
爾
如
此
也
。
如
上
之
義
去
情
深
思
可
知
。
然④

此
十
門
同
時
相
応
為
一
縁
起
。
就
初
門
中

有
十
義
円
融
。
随
一
各
具
余
一
切
義
。
如
初
門
既
爾
余
理
法
隠
顕
等
九
門
亦
然
。
但
随
門
異
耳
。
是
故
一
一
門
中
各

有
十
百
千
等
。
思
之
可
見
。

ま
ず
①
は
、
前
述
の
普
寂
が
指
摘
す
る
刊
本
系
統
特
有
の
後
代
の
挿
入
箇
所
で
あ
る
。
天
台
性
悪
法
門
の
影
響
を
受
け

た
と
考
え
ら
れ
る
「
性
具
善
悪
」
と
い
う
内
容
が
法
蔵
教
学
か
ら
は
逸
脱
し
て
い
て
、
複
数
の
先
行
研
究
に
よ
っ
て
、
法

蔵
自
身
の
記
述
で
は
な
い
こ
と
が
確
実
視
さ
れ
て
い
る4

1

。
ま
た
、
②
は
『
五
教
章
』
義
理
分
斉4

2

で
引
用
す
る
六
十
『
華

厳
』
十
地
品4
3

の
孫
引
き
で
あ
り
、
③
は
『
五
教
章
』4

4
、
④
は
『
探
玄
記
』4

5

の
記
述
と
同
一
で
あ
る
。
法
蔵
の
他
の
著

作
の
記
述
の
断
片
が
連
続
し
て
一
ヵ
所
に
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
不
自
然
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
も
①
と
共
に
、
後
代
の

挿
入
と
判
断
す
る
の
が
妥
当
で
あ
り
、
刊
本
系
統
に
問
題
が
あ
る
と
言
え
る4

6

。 

第
二
に
、
刊
本
系
統
は
写
本
系
統
と
は
相
違
す
る
一
方
で
、
『
三
昧
章
』
諸
本
と
の
み
一
致
す
る
記
述
が
八
十
ヵ
所
以
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上
存
在
し
、
『
三
昧
章
』
の
影
響
を
受
け
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
個
々
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
後
の
写
本
『
発
菩
提
心

章
』
と
『
三
昧
章
』
諸
本
と
の
比
較
に
お
い
て
詳
述
す
る
。

第
三
に
、
写
本
系
統
と
『
三
昧
章
』
諸
本
が
一
致
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
刊
本
系
統
の
み
が
相
違
す
る
箇
所
が
五
十

以
上
存
在
す
る
。
そ
し
て
そ
の
う
ち
約
半
数
は
、
単
純
な
誤
写
に
起
因
す
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
そ
れ
以
外
に

も
刊
本
の
問
題
を
示
す
記
述
が
存
在
す
る
。
例
え
ば
簡
教
第
二
の
第
三
衆
生
に
お
け
る
記
述
が
、
刊
本
系
統
は
「
唯
以
巧

偽
傍
依
聖
教
求
名
求
利
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
写
本
系
統
と
『
三
昧
章
』
で
は
「
唯
以
巧
偽
依
傍
聖
教
求
名
求
利
」
と
あ

り
、
「
傍
依
」
と
「
依
傍
」
の
差
が
生
じ
て
い
る
。
法
蔵
の
他
の
著
作
に
目
を
向
け
る
と
、
『
探
玄
記
』
に
は
「
謂
不
発

菩
提
心
不
求
出
離
依
傍
此
経
求
名
求
利
荘
飾
我
人4

7

」
と
い
う
類
例
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
写
本
系
統
や
『
三
昧
章
』

に
見
え
る
「
依
傍
」
が
、
よ
り
妥
当
で
あ
る
。

続
い
て
、
表
徳
第
四
の
色
空
章
十
門
止
観
第
一
門
の
中
で
、
刊
本
系
統
は
「
於
能
縁
心
摂
将
入
正
」
と
記
す
が
、
写
本

系
統
と
『
三
昧
章
』
は
「
於
能
縁
心
摂
散
入
止
」
と
す
る
。
こ
の
色
空
章
十
門
止
観
は
、
観
名
の
通
り
止
観
を
論
じ
た
章

で
あ
る
上
、
続
く
第
二
門
が
観
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
第
一
門
は
止
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
蓋
然
性

が
高
い
。
加
え
て
、
類
似
し
た
記
述
を
持
つ
『
普
賢
観
行
法
門
』
や
『
般
若
心
経
略
疏
』
に
も
「
止
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

写
本
系
統
が
適
切
と
考
え
ら
れ
る
。

第
四
に
両
系
統
間
の
大
き
な
相
違
と
し
て
、
『
法
界
観
門
』
相
当
部
分
の
相
違
が
あ
る
。
『
法
界
観
門
』
に
は
古
写
本

が
存
在
し
な
い
た
め
、
両
系
統
を
『
法
界
観
門
』
の
最
古
の
註
釈
書
で
あ
る
澄
観
『
法
界
玄
鏡
』
と
宗
密
『
注
法
界
観
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華
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門
』
に
引
用
さ
れ
る
文
と
対
校
し
た
結
果
、
写
本
系
統
に
は
刊
本
系
統
お
よ
び
『
法
界
玄
鏡
』
と
は
相
違
す
る
も
の
の
、

『
注
法
界
観
門
』
と
一
致
す
る
箇
所
が
二
十
ヵ
所
以
上
存
在
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
『
発
菩
提
心
章
』

の
刊
本
系
統
は
『
法
界
玄
鏡
』
系
、
写
本
系
統
は
『
注
法
界
観
門
』
系
の
『
法
界
観
門
』
を
掲
載
し
て
い
る
こ
と
に
な
る

4
8

。
こ
の
事
実
に
基
づ
く
と
、
『
発
菩
提
心
章
』
両
系
統
の
成
立
過
程
に
は
二
つ
の
仮
説
を
立
て
る
こ
と
が
出
来
る
。

一
つ
目
の
仮
説
は
、
『
発
菩
提
心
章
』
両
系
統
が
成
立
の
段
階
か
ら
別
の
記
述
を
有
し
て
い
た
と
す
る
考
え
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
澄
観
と
宗
密
が
各
々
依
拠
し
た
『
法
界
観
門
』
の
単
行
本
を
そ
れ
ぞ
れ
『
三
昧
章
』
に
挿
入
し
、
刊
本
系
統

と
写
本
系
統
の
原
型
と
な
る
二
種
類
の
『
発
菩
提
心
章
』
を
作
っ
た
と
想
定
す
る
。
二
つ
目
の
仮
説
は
、
元
々
『
発
菩
提

心
章
』
の
『
法
界
観
門
』
相
当
部
分
は
写
本
系
統
、
あ
る
い
は
刊
本
系
統
の
ど
ち
ら
か
の
単
一
の
系
統
で
あ
っ
た
が
、
伝

承
過
程
に
お
い
て
澄
観
も
し
く
は
宗
密
の
記
述
を
反
映
し
た
こ
と
で
、
別
系
統
の
『
発
菩
提
心
章
』
が
派
生
し
た
と
す
る

考
え
で
あ
る
。

前
者
の
説
を
採
用
す
る
場
合
、
『
発
菩
提
心
章
』
は
『
法
界
観
門
』
に
相
当
す
る
箇
所
以
外
で
も
刊
本
系
と
写
本
系
で

多
く
相
違
す
る
た
め
、
『
発
菩
提
心
章
』
成
立
前
に
既
に
複
数
系
統
の
『
三
昧
章
』
が
存
在
し
て
い
た
と
仮
定
せ
ざ
る
を

得
な
い
。
二
系
統
の
『
三
昧
章
』
に
そ
れ
ぞ
れ
別
の
『
法
界
観
門
』
が
挿
入
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
結
果
的
に
す
べ
て
『
発
菩

提
心
章
』
と
い
う
同
一
の
題
号
で
呼
ば
れ
る
に
至
っ
た
、
と
い
う
仮
説
は
、
現
実
的
に
想
定
し
難
い
。
し
た
が
っ
て
、
自

ず
か
ら
後
者
の
蓋
然
性
が
高
い
と
判
断
出
来
る
。

問
題
は
、
写
本
系
統
と
刊
本
系
統
の
い
ず
れ
が
改
変
さ
れ
た
側
か
と
い
う
こ
と
に
あ
り
、
筆
者
は
刊
本
系
統
が
澄
観
の

論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想

第
34
号



- 147 - 

『
法
界
玄
鏡
』
を
取
り
入
れ
て
改
変
さ
れ
た
と
考
え
る
。
そ
の
理
由
は
第
一
に
、
先
述
の
通
り
刊
本
系
統
に
は
恣
意
的
な

文
章
の
挿
入
や
『
三
昧
章
』
の
混
入
、
多
数
の
誤
写
と
い
っ
た
深
刻
な
問
題
を
含
む
た
め
で
あ
る
。
第
二
に
、
刊
本
系
統

の
表
徳
第
四
の
第
二
理
事
無
礙
観
に
は
「
謂
全
理
之
事
事
恒
非
理
性
相
異
故
」
と
い
う
一
節
が
あ
り
、
こ
れ
が
写
本
系
統

に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
澄
観
『
法
界
玄
鏡
』
や
宗
密
『
注
法
界
観
門
』
の
『
法
界
観
門
』
相
当
箇
所
に
存
在
す
る
事

実
で
あ
る
。
こ
れ
は
刊
本
系
統
が
澄
観
な
ど
の
註
釈
書
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
強
く
裏
付
け
て
い
る
。
第
三
に
、

第
五
章
で
述
べ
る
よ
う
に
、
写
本
系
統
に
含
ま
れ
る
『
法
界
観
門
』
相
当
箇
所
が
、
刊
本
系
統
や
澄
観
が
用
い
る
も
の
よ

り
も
正
し
く
古
い
形
態
を
留
め
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。

以
上
の
検
証
の
結
果
、
刊
本
系
統
に
は
『
三
昧
章
』
と
『
法
界
玄
鏡
』
と
い
う
二
つ
の
異
な
る
書
の
内
容
が
混
在
す
る

だ
け
で
な
く
、
後
代
の
意
図
的
な
文
の
挿
入
や
誤
写
も
多
く
、
『
発
菩
提
心
章
』
の
原
形
か
ら
相
当
に
隔
た
っ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
研
究
で
は
、
以
降
の
校
合
に
お
い
て
、
原
則
と
し
て
写
本
系
統
を
依

拠
す
べ
き
資
料
と
し
て
採
用
す
る
。

（
二
）
『
三
昧
章
』
諸
本
に
つ
い
て

次
に
、
『
三
昧
章
』
に
つ
い
て
現
在
確
認
出
来
る
資
料
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

㋑
高
山
寺
宋
版
本

南
宋
代

『
華
厳
三
昧
観
』
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連
伝
本
の
考
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高
山
寺
所
蔵
の
南
宋
版
一
切
経
の
一
部
。
常
盤
氏
に
よ
れ
ば
高
山
寺
所
蔵
本
に
は
二
本
あ
り
、
一
本
は
不
完
全
で
あ

る
と
い
う
が
、
そ
れ
は
現
在
所
在
不
明
で
あ
る4

9

。
南
宋
版
一
切
経
は
長
期
間
に
わ
た
り
継
続
し
て
刊
行
さ
れ
た
た

め
、
本
資
料
の
明
確
な
成
立
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
日
本
へ
の
将
来
は
、
十
三
世
紀
頃
と
考
え
ら
れ
る5

0

。
な
お
、

南
宋
版
一
切
経
に
含
ま
れ
る
経
疏
の
多
く
は
高
麗
版
の
復
刻
の
可
能
性
が
あ
る
。
常
盤
氏
は
そ
れ
に
対
し
て
、
高
山

寺
本
は
朝
鮮
本
と
の
相
違
が
存
在
す
る
た
め
、
高
麗
由
来
で
は
な
い
と
主
張
し
て
い
る5

1

。
し
か
し
、
朝
鮮
本
の
由

来
が
不
明
で
あ
る
た
め
、
そ
の
よ
う
な
判
断
は
早
計
で
あ
ろ
う
。

内
容
は
『
三
昧
章
』
湛
睿
本
に
近
い
が
、
計
六
ヵ
所
に
明
確
に
異
な
る
相
違
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
く
同
一
本
と
は

言
え
な
い
。

㋺
朝
鮮
本
（
金
陵
刻
経
処
本
）

成
立
年
代
未
詳

近
代
に
入
り
、
逸
本
の
収
集
に
励
ん
だ
中
国
の
楊
文
会
氏
が
日
本
の
南
条
文
雄
氏
に
朝
鮮
で
の
『
華
厳
三
昧
観
』
の

調
査
を
依
頼
し
、
苦
心
の
末
に
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
に
発
見
さ
れ
た
も
の
。
朝
鮮
半
島
由
来
の
『
華
厳
三

昧
観
』
関
連
本
の
唯
一
の
資
料
で
あ
る
。
元
々
は
写
本
で
あ
っ
た
が
、
楊
氏
が
没
し
た
後
に
徐
文
霨
氏
が
中
国
の
金

陵
刻
経
処
か
ら
刊
本
と
し
て
出
版
し
た
。
原
本
の
成
立
年
代
や
入
手
経
路
は
不
明
で
あ
る
。

基
本
的
に
は
他
本
と
同
様
に
、
『
三
昧
章
』
に
共
通
す
る
特
徴
を
有
し
て
い
る
。
し
か
し
、
『
発
菩
提
心
章
』
写
本

系
統
と
の
み
一
致
す
る
箇
所
が
十
五
箇
所
存
在
し
、
他
の
諸
本
と
は
系
統
が
大
き
く
異
な
る
。

㋩
東
大
寺
凝
然
本5

2

永
仁
五
年
（
一
二
九
七
）
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次
の
識
語
に
よ
れ
ば
、
凝
然
が
永
仁
五
年
（
一
二
九
七
）
に
東
大
寺
戒
壇
院
で
書
写
し
た
も
の
を
基
に
、
正
徳
二
年

（
一
七
一
二
）
ま
で
に
五
回
書
写
や
校
合
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

于
時
応
長
元
年
季
九
月
十
五
日

書
写
之
畢

凝
然
上
人

同
十
三
談
之

十
九
日
了
沙
門
存
理
智

交
合

写
本
云

于
時
永
仁
三
年
十
一
月
十
日

未時

於
東
大
寺
尊
勝
院

書
写
之
了

一
交
了

執
筆
花
厳
宗―

之
生
年

十
六

願
以
書
写
力

値
遇
中
道
教

生
ゝ
不
捨
離

即
移
一
実
道

天
正
十
一
年
八
月
上
旬

依
暇
日

加
朱
点
了

浄
実
判

伝
英
快

正
徳
元
年
十
月
廿
二
日

此
書
一
巻

書
写
成
就
也

今
改
朱
点

為
黒
点

願
以
此
功
徳

普
及
於
一
切

我

等
与
衆
生

皆
共
成
仏
道
文

華
厳
円
宗
末
流
実
浄

春
秋

廿
二

正
徳
二
壬
辰
年
六
月
中
旬

安
居
参
籠
之
砌

以
朱
点

加
校
合

後
君

不
可
為
他
見

竪
製
之
者
也

蓮
乗

蘭
若
晋
因
判

已
上5

3
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華
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本
文
中
に
は
、
書
写
や
校
合
に
際
し
て
加
え
ら
れ
た
修
正
や
追
記
、
校
合
箇
所
の
取
捨
選
択
が
多
く
記
さ
れ
、
異
本

と
し
て
示
さ
れ
る
異
同
に
は
『
発
菩
提
心
章
』
写
本
系
統
と
の
み
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
。
京
都
大
学
蔵
経
書
院
本

と
し
て
写
し
が
存
在
し
、
『
発
菩
提
心
章
』
続
蔵
本
の
校
合
に
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

㋥
東
大
寺
南
宋
本5

4
 
 

十
二
世
紀

巻
題
は
「
華
厳
三
昧
章

華
厳
十
門
章
」
と
記
さ
れ
る
、
『
普
賢
観
行
法
門
』
と
の
合
本
。
『
普
賢
観
行
法
門
』
の

奥
書
に
は
、
「
賢
首
国
師
述
此
観
行
法
銭
唐
精
進
比
丘
浄
照
謹
命
工
重
刊
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
浄
照
は
紹
興
年
間

（
一
一
三
一―

一
一
六
二
）
に
南
宋
の
都
が
あ
っ
た
臨
安
で
活
躍
し
て
い
た
僧
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
写
本
は
一
二

世
紀
頃
の
内
容
を
伝
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
成
立
年
代
が
判
明
し
て
い
る
資
料
の
中
で
は
現
存
最
古
の
『
三
昧

章
』
と
考
え
ら
れ
る5

5

。
内
容
は
朝
鮮
本
以
外
と
多
く
一
致
す
る
が
、
い
ず
れ
と
も
異
な
る
独
自
の
記
述
も
複
数
存

在
す
る
。

㋭
金
沢
文
庫
湛
睿
本5

6

延
慶
二
年
（
一
三
〇
九
）

金
沢
文
庫
の
称
名
寺
聖
教
に
含
ま
れ
る
湛
睿
筆
の
写
本
。
『
金
沢
文
庫
古
書
目
録
』
に
よ
る
と
、
「
延
慶
二
年
己
酉

五
月
廿
六
日
於
鎌
倉
松
室
閑
坊
移
点
了
秘
蔵
々
々
聊
不
可
許
人
矣

末
資

湛
睿
通
十
四
俗
卅
九5

7

」
と
、
延
慶
二

年(

一
三
〇
九)

に
鎌
倉
で
転
写
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
関
東
で
流
布
し
て
い
た
写
本
を
原
本
と
し
た
と
推
測

出
来
る
。
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㋬
高
野
山
宝
寿
院
本

嘉
禎
四
年
（
一
二
三
八
）

現
在
は
高
野
山
霊
宝
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
、
高
野
山
宝
寿
院
蔵
書
所
収
の
写
本
。
表
紙
に
は
多
聞
院
琳
秀
と
い
う

記
名
が5

8

、
綴
目
に
は
「
嘉
四
年
十
月
三
日
於
無
学
房
午
刻
写
之

即
交
合
了
、
執
筆
比
丘
光
典
」
と
い
う
記
載
が

あ
る
と
い
う5

9

。
本
研
究
で
は
閲
覧
す
る
こ
と
が
叶
わ
な
か
っ
た
。

こ
れ
ら
『
三
昧
章
』
諸
本
は
異
同
が
多
く
、
す
べ
て
が
異
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
も
、
日
本
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
諸

本
の
差
は
軽
微
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
朝
鮮
本
に
は
先
述
の
通
り
『
発
菩
提
心
章
』
写
本
系
統
の
み
と
一
致
す
る
箇
所

が
多
数
存
在
す
る
。
そ
の
差
異
が
生
じ
た
背
景
に
は
三
つ
の
可
能
性
が
想
定
出
来
る
。
一
つ
は
、
朝
鮮
本
が
『
発
菩
提
心

章
』
の
影
響
を
受
け
て
い
る
可
能
性
、
二
つ
目
は
朝
鮮
本
が
最
も
古
い
形
態
を
留
め
て
い
て
、
日
本
に
伝
わ
る
諸
本
が
訛

伝
し
た
可
能
性
、
三
つ
目
は
朝
鮮
本
が
本
来
の
『
三
昧
章
』
か
ら
変
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
朝
鮮
本
を
も
と
に
『
発
菩
提

心
章
』
が
作
ら
れ
た
可
能
性
で
あ
る
。
い
ず
れ
が
妥
当
で
あ
る
か
は
、
単
に
『
三
昧
章
』
諸
本
間
の
校
合
で
は
判
明
し
な

い
た
め
、
こ
の
問
題
は
次
の
『
発
菩
提
心
章
』
と
『
三
昧
章
』
の
対
校
の
結
果
を
基
に
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

四

校
異
の
検
証

（
一
）
は
じ
め
に

本
節
で
は
、
『
発
菩
提
心
章
』
・
『
三
昧
章
』
諸
本
お
よ
び
逸
文
の
対
校
を
通
じ
て
、
両
書
の
い
ず
れ
が
『
華
厳
三
昧
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華
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』
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観
』
の
原
形
を
忠
実
に
留
め
て
い
る
か
を
実
証
的
に
検
討
す
る
。

既
に
複
数
の
先
行
研
究
に
お
い
て
、
『
発
菩
提
心
章
』
と
『
三
昧
章
』
諸
本
の
異
同
は
論
じ
ら
れ
て
い
る6

0

。
し
か
し
、

そ
れ
ら
の
校
合
に
用
い
ら
れ
た
資
料
は
限
定
的
で
、
前
節
で
挙
げ
た
豊
富
な
諸
本
の
存
在
を
鑑
み
れ
ば
、
網
羅
的
な
検
証

が
な
さ
れ
て
き
た
と
は
言
い
難
い6

1

。
本
研
究
で
は
、
高
山
寺
（
甲
）
本
『
発
菩
提
心
章
』
に
つ
い
て
は
重
要
箇
所
の
一

部
を
参
照
す
る
に
留
ま
り
、
宝
寿
院
本
『
三
昧
章
』
は
実
見
出
来
な
か
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
ら
を
除
く
全
て
の
諸
本
を
校

合
に
用
い
た
。
た
だ
し
、
前
章
の
検
討
の
結
果
か
ら
、
『
発
菩
提
心
章
』
に
つ
い
て
は
写
本
系
統
の
み
を
採
用
す
る
。

（
二
）
『
発
菩
提
心
章
』
と
『
三
昧
章
』
の
異
同

ま
ず
、
『
発
菩
提
心
章
』
諸
本
と
『
三
昧
章
』
諸
本
の
間
に
相
違
が
認
め
ら
れ
る
箇
所
は
百
十
箇
所
以
上
存
在
し
、
各

章
に
お
け
る
内
訳
を
示
せ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

発
心
第
一…

…
…
…
…
…

九
箇
所

簡
教
第
二…
…
…
…
…
…

十
二
箇
所

顕
過
第
三…

…
…
…
…
…

九
箇
所

表
徳
（
顕
徳
）
第
四

真
空
観…

…
…
…
…
…

『
三
昧
章
』
な
し

理
事
無
礙
観…

…
…
…

『
三
昧
章
』
な
し
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周
遍
含
容
観…

…
…
…

『
三
昧
章
』
な
し

色
空
章
十
門
止
観…

…

七
箇
所
（
湛
睿
本
が
一
部
散
逸
し
て
い
て
、
さ
ら
に
多
い
可
能
性
あ
り
。
）

理
事
円
融
義…

…
…
…

七
十
四
箇
所

こ
の
内
訳
は
、
『
発
菩
提
心
章
』
と
『
三
昧
章
』
が
全
編
に
わ
た
り
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
特
徴
を
有
す
る
こ
と
を
明
示
し

て
い
る
。

次
に
、
両
書
の
異
同
が
内
容
に
直
接
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
ら
れ
る
主
要
な
箇
所
を
抽
出
し
、
い
ず
れ
に
妥
当
性
が
認

め
ら
れ
る
か
を
検
証
す
る
。

は
じ
め
に
第
三
顕
過
は
、
四
句
分
別
に
よ
っ
て
色
即
空
あ
る
い
は
空
即
色
へ
の
偏
っ
た
見
解
を
離
れ
る
こ
と
を
論
じ
た

章
で
あ
り
、
そ
の
第
二
句
（
非
即
亦
不
可
）
で
は
、
次
の
相
違
が
存
在
す
る
。

『
発
菩
提
心
章
』

若
色
不
即
空
有
二
失
（
中
略
）
二
凡
無
悟
聖
過
以
所
見
妄
色
隔
真
空
故

『
三
昧
章
』

若
色
不
即
空
有
二
失
（
中
略
）
二
凡
無
悟
聖
過
以
所
見
妄
色
隔
色
空
故
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華
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当
該
箇
所
は
、
色
が
空
に
即
さ
な
い
場
合
の
過
失
を
、
人
法
の
う
ち
、
人
の
観
点
か
ら
論
じ
る
一
節
で
あ
る
。
文
脈
上

の
趣
意
は
、
色
即
空
で
な
け
れ
ば
、
凡
夫
の
所
見
の
色
は
修
行
を
し
た
と
こ
ろ
で
一
向
に
妄
色
の
ま
ま
で
あ
り
、
空
を
覚

る
聖
者
に
は
至
り
得
な
い
、
と
い
う
過
失
を
指
摘
す
る
点
に
あ
る
。
こ
の
文
脈
を
踏
ま
え
、
両
書
の
相
違
を
検
討
す
る
時
、

『
三
昧
章
』
の
「
隔
色
空
」
と
い
う
記
述
に
は
、
「
色
即
空
を
隔
て
る
」
あ
る
い
は
「
色
と
空
を
隔
て
る
」
と
い
う
二
通

り
の
解
釈
が
想
定
し
得
る
。
ま
ず
「
色
即
空
を
隔
て
る
」
と
解
釈
し
た
場
合
、
こ
の
箇
所
が
そ
も
そ
も
「
若
色
不
即
空
有

二
失
。
（
も
し
色
が
空
に
即
さ
な
い
の
で
あ
れ
ば
二
つ
の
過
失
が
あ
る
）
」
と
し
て
色
不
即
空
の
過
失
を
提
示
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
以
上
、
過
失
の
根
拠
が
過
失
そ
の
も
の
と
同
一
と
な
っ
て
し
ま
う
。
す
な
わ
ち
、
過
失
の
説
明
が
前

提
の
繰
り
返
し
に
終
始
し
、
論
証
と
し
て
説
明
力
を
発
揮
し
得
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
解
釈
は
論
理
的
に
妥
当
性
を

欠
く
と
判
断
出
来
る
。
さ
ら
に
、
当
該
箇
所
周
辺
の
議
論
は
、
例
え
ば
第
一
句
（
即
亦
不
可
）
に
お
い
て
色
即
空
の
過
失

を
論
じ
る
際
に
「
二
聖
智
同
凡
過
以
所
証
真
空
即
是
凡
見
色
故
（
二
に
は
聖
者
の
智
が
凡
夫
〔
の
見
〕
と
同
じ
に
な
る
過

失
で
あ
る
。
証
さ
れ
る
真
空
は
す
な
わ
ち
凡
夫
が
見
る
色
で
あ
る
と
す
る
た
め
で
あ
る
。
）
」
と
あ
る
よ
う
に
、
真
空
と

妄
色
の
対
比
を
軸
に
展
開
す
る
。
よ
っ
て
、
『
発
菩
提
心
章
』
の
真
空
と
い
う
記
述
が
文
脈
の
流
れ
か
ら
も
即
し
た
記
述

と
言
え
る
。
ま
た
、
『
三
昧
章
』
を
「
色
・
空
を
隔
て
る
」
と
解
釈
し
た
場
合
、
色
不
即
空
を
認
め
る
こ
と
に
な
り
、
本

節
が
目
指
す
「
色
即
空
」
の
論
旨
そ
の
も
の
と
矛
盾
を
き
た
す
。
し
た
が
っ
て
、
い
ず
れ
の
解
釈
を
採
用
す
る
に
せ
よ
、

『
三
昧
章
』
の
記
述
は
文
脈
の
読
解
上
、
重
大
な
難
点
を
内
包
し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

次
に
第
四
表
徳
の
う
ち
、
色
空
章
十
門
止
観
の
第
七
彼
此
相
是
門
に
は
、
「
是
故
以
不
異
止
之
観
見
於
一
事
」
と
、
止
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と
異
な
ら
な
い
観
を
も
っ
て
一
事
を
見
る
こ
と
を
述
べ
る
記
述
が
『
発
菩
提
心
章
』
宗
性
本
・
高
山
寺
本
（
甲
）
の
み
に

見
ら
れ
る
相
違
が
あ
る
（
湛
睿
本
の
該
当
箇
所
は
散
佚
）
。
た
だ
し
、
『
三
昧
章
』
の
凝
然
本
異
本
、
朝
鮮
本
に
も
若
干

の
相
違
は
あ
る
が
、
類
似
し
た
「
是
故
以
不
異
止
之
観
見
一
事
」
と
い
う
記
述
が
存
在
す
る
。
そ
の
他
、
宋
の
延
寿
が

『
心
賦
註
』6

2
で
色
空
章
十
門
止
観
を
引
用
す
る
箇
所
に
も
、
こ
の
一
節
は
含
ま
れ
て
い
る
。

当
該
の
記
述
が
あ
る
色
空
章
十
門
止
観
は
、
第
六
門
以
降
の
各
門
に
お
い
て
、
所
観
の
境
と
し
て
の
理
・
事
と
、
そ
れ

を
観
照
す
る
心
と
し
て
の
止
観
の
あ
り
方
を
相
関
的
に
論
じ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
各
門
に
お
い
て
は
必
ず
止
観
へ
の
言

及
が
な
さ
れ
、
第
七
門
の
前
の
第
六
事
事
相
在
門
に
は
「
即
止
之
観
」
と
「
心
無
散
動
」
、
す
な
わ
ち
止
と
観
が
両
立
す

る
こ
と
が
示
さ
れ
、
第
八
即
入
無
礙
門
で
も
「
止
観
無
二
之
智
」
や
「
心
無
散
動
」
と
い
っ
た
言
葉
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

止
観
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
こ
の
構
成
の
統
一
性
を
鑑
み
れ
ば
、
こ
の
第
七
門
も
ま
た
、
止
観
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る

べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
凝
然
本
異
本
、
朝
鮮
本
を
除
く
『
三
昧
章
』
の
記
述
に
よ
れ
ば
第
七
門
の
み
が
止
観
へ
の
言
及

が
欠
落
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
止
観
へ
の
言
及
を
保
持
す
る
『
発
菩
提
心
章
』
が
よ
り
理
に
適
う
と
判

断
出
来
る
。

続
い
て
、
第
四
表
徳
の
う
ち
、
第
五
理
事
円
融
義
の
第
五
門
に
は
次
の
相
違
が
あ
る
。

『
発
菩
提
心
章
』

八
二
義
同
一
相
奪
倶
尽
故
非
隠
顕
俱
亦
非
顕
隠
俱
也
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『
三
昧
章
』

八
二
義
同
一
相
奪
倶
尽
故
非
隠
非
現
也

当
該
箇
所
は
一
の
多
へ
の
摂
入
の
観
点
か
ら
隠
・
現
の
関
係
を
十
義
に
分
け
て
論
じ
た
う
ち
の
、
第
八
義
に
あ
た
る
。

そ
の
他
九
義
の
内
容
は
、
⑴
現
、
⑵
隠
、
⑶
隠
亦
現
、
⑷
非
隠
非
現
、
⑸
即
現
常
隠
、
⑹
即
隠
常
現
、
⑺
倶
隠
倶
現
、
⑼

頓
現
、
⑽
倶
泯
で
あ
る
。

こ
の
構
成
に
お
い
て
、
『
三
昧
章
』
の
第
八
義
は
「
非
隠
非
現
」
と
な
り
、
⑷
非
隠
非
現
と
の
重
複
を
生
じ
て
い
る
。

加
え
て
、
隠
・
現
の
あ
ら
ゆ
る
あ
り
方
を
網
羅
す
る
た
め
、
第
八
義
は
⑺
倶
隠
倶
現
を
否
定
す
る
論
理
的
位
置
に
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
隠
顕
俱
と
顕
隠
俱
を
共
に
否
定
す
る
『
発
菩
提
心
章
』
の
「
非
隠
顕
俱
亦
非
顕
隠
俱
」
が

妥
当
で
あ
る6

3

。 

な
お
、
続
く
第
六
門
の
第
八
義
も
両
書
に
同
様
の
差
異
が
見
ら
れ
る
。
第
六
門
は
多
か
ら
一
へ
の
摂
入
の
観
点
か
ら

隠
・
現
を
明
か
し
た
も
の
で
あ
り
、
前
の
第
五
門
と
対
の
関
係
に
あ
る
。
そ
の
論
理
構
造
の
一
貫
性
を
踏
ま
え
れ
ば
、
こ

の
第
六
門
に
お
い
て
も
同
様
に
『
発
菩
提
心
章
』
が
正
し
い
記
述
で
あ
る
と
推
定
出
来
る
。

次
に
、
両
書
の
構
成
上
の
差
異
に
つ
い
て
検
証
す
る
。
最
も
顕
著
な
相
違
点
は
、
本
稿
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
『
三
昧

章
』
が
『
法
界
観
門
』
に
相
当
す
る
真
空
観
か
ら
周
遍
含
容
観
の
内
容
を
欠
く
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
重
要
な
特
徴

論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想

第
34
号



- 157 - 

と
し
て
、
第
三
顕
過
・
第
四
表
徳
の
構
成
の
差
異
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
既
に
複
数
の
先
行
研
究
が
指
摘
し

て
い
る
が
、
本
研
究
で
は
新
出
資
料
の
知
見
も
踏
ま
え
、
構
成
の
整
合
性
を
比
較
検
討
す
る
。

ま
ず
、
『
発
菩
提
心
章
』
は
、
第
三
顕
過
の
冒
頭
で
、
次
の
よ
う
に
顕
過
と
表
徳
の
二
門
構
成
を
示
す
。

第
三
顕
過
問
色
空
空
色
為
相
即
耶
為
不
相
即
耶
答
有
二
門
一
顕
過
二
表
徳
第
一
顕
過
中
有
四
句

こ
こ
で
は
、
は
じ
め
に
色
即
空
と
空
即
色
は
相
即
す
る
か
否
か
と
い
う
問
い
を
立
て
、
答
え
と
し
て
、
顕
過
と
表
徳
と

い
う
二
つ
の
方
面
か
ら
回
答
す
る
構
成
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
文
は
顕
過
の
内
容
の
み
で
第
三
章
が
完
結
し
、

表
徳
は
第
四
章
と
し
て
独
立
し
て
い
る
た
め
、
冒
頭
の
章
立
て
と
内
容
と
の
間
に
齟
齬
を
き
た
し
て
い
る
。

対
し
て
『
三
昧
章
』
は
回
答
部
分
の
構
成
を
二
門
と
せ
ず
、
顕
過
の
み
の
内
容
に
相
当
す
る
四
句
と
す
る
。

第
三
顕
過
問
色
空
空
色
為
相
即
耶
為
不
相
即
耶
答
有
四
句

こ
う
し
た
『
三
昧
章
』
の
記
述
は
、
こ
の
問
答
か
ら
表
徳
を
完
全
に
切
り
離
し
、
第
三
章
を
顕
過
の
内
容
の
み
で
完
結

さ
せ
る
た
め
、
構
成
上
の
矛
盾
は
生
じ
て
い
な
い
。

さ
ら
に
、
第
四
顕
徳
（
表
徳
）
の
冒
頭
に
も
、
諸
本
間
で
重
大
な
異
同
が
見
ら
れ
る
。
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『
発
菩
提
心
章
』
宗
性
写
本

第
四
顕
徳
有
四
句
十
門
一
念
色
帰
空
観
一
明
空
即
色
観
三
空
色
無
礙
観
四
泯
絶
無
寄
観
（
中
略
）
理
事
無
礙
観
第
二

『
発
菩
提
心
章
』
湛
睿
写
本

第
四
顕
徳
有
四
句
十
門
真
空
観
法
第
一
於
中
略
開
四
句
十
門
一
念
色
帰
空
観
二
明
空
即
色
観
三
空
色
無
礙
観
四
泯
絶

無
寄
観
（
中
略
）
理
事
無
礙
観
第
二

『
発
菩
提
心
章
』
高
山
寺
本
（
甲
）

第
四
顕
徳
有
四
句
十
門
初
真
空
観
法
第
一
於
中
略
開
四
句
十
門
一
念
色
帰
空
観
二
明
空
即
色
観
三
空
色
無
礙
観
四
泯

絶
無
寄
観
（
中
略
）
理
事
無
礙
観
第
二

『
三
昧
章
』
諸
本

第
四
顕
徳
自
有
五
門
一
真
空
観
二
理
事
無
礙
観
三
周
偏
含
容
観
四
色
空
章
十
門
止
観
五
理
事
円
融
義
四
色
空
章
十
門

止
観
者

論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想

第
34
号



- 159 - 

こ
れ
ら
の
差
異
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
表
の
通
り
で
あ
る
。
『
三
昧
章
』
は
顕
徳
（
表
徳
）
を
真
空
観
か
ら
理
事
円
融

義
ま
で
の
五
門
と
し
て
構
成
し
、
『
法
界
観
門
』
相
当
箇
所
の
内
容
は
省
略
す
る
も
、
構
成
上
の
破
綻
は
な
い
。
一
方
、

『
発
菩
提
心
章
』
宗
性
本
は
、
第
四
顕
徳
（
表
徳
）
の
内
容
と
し
て
『
三
昧
章
』
の
真
空
観
に
相
当
す
る
四
句
十
門
の
み

を
掲
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
降
で
は
章
を
分
か
た
ず
に
理
事
無
礙
観
第
二
を
配
置
し
て
い
て
、
実
質
的
に
は
真
空

観
か
ら
理
事
円
融
義
へ
と
続
く
五
門
の
構
成
を
含
む
と
い
う
矛
盾
が
生
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
『
発
菩
提
心
章
』
湛
睿

本
・
高
山
寺
本
（
甲
）
は
よ
り
問
題
の
あ
る
構
成
を
示
し
て
い
る
。
同
本
で
は
顕
徳
を
四
句
十
門
と
す
る
点
で
宗
性
本
と

共
通
す
る
が
、
そ
の
直
下
に
「
真
空
観
法
第
一
」
の
語
を
設
け
、
さ
ら
に
そ
れ
を
四
句
十
門
に
開
く
と
い
う
、
重
複
し
た

構
成
を
呈
し
て
い
る
。
も
し
顕
徳
の
下
に
真
空
観
を
第
一
門
と
し
て
標
立
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
湛
睿
本
・
高
山
寺
本

（
甲
）
も
真
空
観
か
ら
理
事
円
融
義
ま
で
の
五
門
を
含
む
以
上
、
構
成
は
四
句
で
は
な
く
『
三
昧
章
』
の
よ
う
に
五
門
と

規
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
場
合
、
区
分
に
句
と
い
う
単
位
を
用
い
る
こ
と
も
不
適
切
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
こ
の
構
成
上
の
歪
み
は
、
元
来
、
湛
睿
本
・
高
山
寺
本
（
甲
）
が
宗
性
本
と
同
様
の
構
成
で
あ
っ
た
が
、
『
法
界
観

門
』
あ
る
い
は
『
三
昧
章
』
の
構
成
と
整
合
さ
せ
る
意
図
か
ら
、
「
初
真
空
観
法
第
一
」
の
句
が
挿
入
さ
れ
た
結
果
生
じ

た
齟
齬
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
『
発
菩
提
心
章
』
は
『
三
昧
章
』
と
比
べ
て
顕
徳
の
五
門
の
う
ち
、
色
空
章
十
門
止
観
と
理
事
円
融
義
の
章
立

て
の
数
字
の
振
り
方
に
不
統
一
で
あ
る
と
い
う
相
違
も
存
在
す
る6

4
。 
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第
三
顕
過

一
顕
過

四
句

二
表
徳

項
目
の
み

第
四
顕
徳

四
句
十
門

一
念
色
帰
空
観

二
明
空
即
色
観

三
空
色
無
礙
観

四
泯
絶
無
寄
観

理
事
無
礙
観
第
二

十
門

一
理
遍
於
事
門

（
以
下
、
略
）

周
遍
含
容
観
第
三

十
門

一
理
如
事
現
門

（
以
下
、
略
）

色
空
章
十
門
止
観

十
門

第
一
会
相
帰
性
門

（
以
下
、
略
）

理
事
円
融
義

十
門

理
事
倶
融
門
第
一

（
以
下
、
略
）

〇
東
大
寺
宗
性
本

第
三
顕
過

一
顕
過

四
句

二
表
徳

項
目
の
み

第
四
顕
徳

四
句
十
門

真
空
観
法
第
一

四
句
十
門

一
会
色
帰
空
観

二
明
空
即
色
観

三
空
色
無
礙
観

四
泯
絶
無
寄
観

理
事
無
礙
観
第
二

十
門

一
理
遍
於
事
門

（
以
下
、
略
）

周
遍
含
容
観
第
三

十
門

一
理
如
事
現
門

（
以
下
、
略
）

色
空
章
十
門
止
観

十
門

第
一
会
相
帰
性
門

（
以
下
、
略
）

理
事
円
融
義

十
門

理
事
倶
融
門
第
一

（
以
下
、
略
）

〇
湛
睿
本
・
高
山
寺
本
（
甲
）

第
三
顕
過

四
句

第
四
顕
徳

五
門

一
真
空
観

項
目
の
み

二
理
事
無
礙
観

項
目
の
み

三
周
偏
含
容
観

項
目
の
み

四
色
空
章
十
門
止
観

十
門

第
一
会
相
帰
性
門

（
以
下
、
略
）

五
理
事
円
融
義

十
門

第
一
理
事
倶
融
門

（
以
下
、
略
）

〇
『
三
昧
章
』
諸
本
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以
上
の
よ
う
な
構
成
の
差
異
は
、
一
見
す
る
と
整
合
性
の
あ
る
『
三
昧
章
』
が
原
形
に
近
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
。
し
か
し
、
先
行
研
究
で
は
『
華
厳
三
昧
観
』
の
構
成
と
し
て
、
顕
過
・
表
徳
が
対
を
な
し
、
真
空
観
の
み
が

表
徳
の
内
容
に
相
当
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
木
村
氏
は
「
第
三
顕
過
と
第
四
表
徳
と
は
、
本
来
密
着
し

た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か6

5

」
と
述
べ
、
舘
野
氏
や
中
西
氏
も
『
華
厳
三
昧
観
』
原
本
は
『
発
菩
提
心
章
』

の
よ
う
に
顕
過
と
表
徳
が
併
記
さ
れ
、
表
徳
の
内
容
は
真
空
観
に
相
当
す
る
念
色
帰
空
観
～
泯
絶
無
寄
観
の
四
句
の
み
に

相
当
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
論
じ
て
い
る6

6

。
以
上
の
先
行
研
究
が
示
す
構
成
に
唯
一
合
致
す
る
の
は
、
『
発

菩
提
心
章
』
宗
性
本
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
、
『
発
菩
提
心
章
』
に
見
ら
れ
る
構
成
上
の
歪
み
こ
そ
が
、
む
し
ろ
原
形
の

痕
跡
を
留
め
て
い
る
こ
と
を
強
く
示
唆
し
て
い
る
。

『
発
菩
提
心
章
』
と
『
三
昧
章
』
の
成
立
過
程
に
は
、
一
般
的
に
は
『
華
厳
三
昧
観
』
か
ら
の
並
行
的
な
派
生
や
、
整

っ
た
構
成
の
後
者
か
ら
前
者
へ
と
訛
伝
し
た
こ
と
も
想
定
し
う
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
看
過
出
来
な
い
の
は
、
『
発
菩
提

心
章
』
の
構
成
の
歪
み
自
体
が
原
形
の
痕
跡
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
『
三
昧
章
』
顕
過
・
顕
徳
の
構
成
が
『
華
厳
三
昧

観
』
の
想
定
形
（
対
の
関
係
）
か
ら
乖
離
し
、
『
発
菩
提
心
章
』
の
構
成
に
類
似
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
仮
に
『
三
昧

章
』
が
先
行
し
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
後
世
の
編
者
が
整
合
性
の
と
れ
た
記
述
を
崩
し
、
わ
ざ
わ
ざ
『
発
菩
提
心
章
』

の
よ
う
な
不
整
合
で
あ
り
な
が
ら
『
華
厳
三
昧
観
』
本
来
の
構
成
に
近
似
す
る
形
態
へ
改
変
す
る
必
然
性
は
見
出
し
難
い
。

ま
し
て
や
、
単
な
る
訛
伝
に
よ
っ
て
、
記
述
が
偶
然
『
華
厳
三
昧
観
』
の
原
形
に
近
づ
く
可
能
性
は
想
定
出
来
な
い
で
あ

ろ
う
。
む
し
ろ
『
三
昧
章
』
に
見
ら
れ
る
構
成
は
、
『
発
菩
提
心
章
』
顕
過
・
顕
徳
の
構
成
を
前
提
と
し
て
い
た
と
考
え

『
華
厳
三
昧
観
』
関
連
伝
本
の
考
察

（
柳
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た
時
、
最
も
合
理
的
に
説
明
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
三
昧
章
』
は
独
自
に
『
華
厳
三
昧
観
』
か
ら
派
生
し

た
の
で
は
な
く
、
『
発
菩
提
心
章
』
の
構
成
上
の
不
備
を
整
理
し
て
編
纂
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
と
言
え
よ
う
。
こ

う
し
た
結
論
は
、
こ
れ
ま
で
明
か
し
て
き
た
異
同
が
そ
の
内
容
上
、
『
発
菩
提
心
章
』
に
優
位
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
裏

付
け
ら
れ
る
。

（
三
）
逸
文
と
の
比
較

最
後
に
、
『
華
厳
三
昧
観
』
の
逸
文
と
現
行
二
書
の
比
較
を
行
い
、
前
章
ま
で
に
検
証
し
た
『
発
菩
提
心
章
』
の
資
料

と
し
て
の
優
位
性
を
補
強
す
る
。

先
述
の
通
り
、
『
華
厳
三
昧
観
』
の
最
古
の
逸
文
は
、
宗
密
の
『
行
願
品
疏
鈔
』
所
収
の
引
用
で
あ
る6

7

。
本
研
究
で

は
そ
の
逸
文
と
『
発
菩
提
心
章
』
、
『
三
昧
章
』
諸
本
と
を
校
合
し
た
結
果
、
『
三
昧
章
』
諸
本
に
は
逸
文
と
の
相
違
が

多
数
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
対
し
て
『
発
菩
提
心
章
』
は
、
両
写
本
の
い
ず
れ
か
、
あ
る
い
は
そ
の
異
本
が
逸

文
と
一
致
す
る
。
ま
た
、
『
発
菩
提
心
章
』
の
相
違
箇
所
は
誤
写
の
可
能
性
が
あ
る
文
字
や
脱
字
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
事
実
か
ら
、
『
発
菩
提
心
章
』
が
よ
り
『
行
願
品
疏
鈔
』
に
お
け
る
逸
文
と
の
類
似
性
が
あ
る
と
推
測
出
来
る
。

次
に
、
崔
致
遠
『
法
蔵
和
尚
伝
』
に
お
け
る
逸
文
を
検
証
す
る
。
こ
こ
で
は
、
「
蔵
所
著
華
厳
三
昧
観
直
心
中
十
義
」

と
し
て
第
一
発
心
に
説
か
れ
る
三
心
の
一
つ
で
あ
る
直
心
の
中
の
十
心
を
引
用
す
る
。
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叢
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就
蔵
所
著
華
厳
三
昧
観
直
心
中
十
義
而
配
譬
焉
一
族
姓
広
大
心
二
遊
学
甚
深
心
三
削
染
方
便
心
四
講
演
堅
固
心
五
伝

訳
無
間
心
六
著
述
折
伏
心
七
修
身
善
巧
心
八
済
俗
不
二
心
九
垂
訓
無
礙
心
十
示
滅
円
明
心
深
悲
両
心
互
准
可
見6

8
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
第
十
心
が
「
円
明
心
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
『
発
菩
提
心
章
』
は
第
十
心
を
同

様
に
「
円
明
心
」
と
す
る
が
、
『
三
昧
章
』
諸
本
は
悉
く
「
円
満
心
」
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
崔
致
遠
が
見
た

『
華
厳
三
昧
観
』
は
『
発
菩
提
心
章
』
の
内
容
に
近
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

（
四
）
小
結

以
上
の
校
合
結
果
か
ら
、
本
章
で
は
『
発
菩
提
心
章
』
と
『
三
昧
章
』
の
相
違
箇
所
は
、
思
想
内
容
の
整
合
性
、
お
よ

び
逸
文
と
の
類
似
性
の
観
点
か
ら
『
発
菩
提
心
章
』
に
優
位
性
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
加
え
て
、
構
成
に
お
い
て
も

『
発
菩
提
心
章
』
が
よ
り
『
華
厳
三
昧
観
』
の
原
形
を
色
濃
く
保
持
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
た
だ
し
、
そ
の
構
成
は

『
華
厳
三
昧
観
』
の
想
定
さ
れ
得
る
形
と
完
全
に
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
。

ま
た
『
三
昧
章
』
は
、
そ
の
構
成
が
『
華
厳
三
昧
観
』
の
想
定
形
と
は
異
な
り
、
む
し
ろ
『
発
菩
提
心
章
』
に
類
似
す

る
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
『
華
厳
三
昧
観
』
の
原
形
か
ら
直
接
派
生
し
た
も
の
で
は
な
く
、
先
行
す
る
『
発
菩
提
心
章
』
の

構
成
を
後
代
に
整
理
・
改
変
し
た
も
の
で
あ
る
と
推
定
出
来
る
。
し
た
が
っ
て
、
写
本
系
統
の
『
発
菩
提
心
章
』
が
現
伝

す
る
諸
本
の
中
で
最
も
『
華
厳
三
昧
観
』
の
原
形
に
近
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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叢
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五

『
発
菩
提
心
章
』
と
『
法
界
観
門
』
諸
本

前
章
ま
で
の
結
論
か
ら
、
『
発
菩
提
心
章
』
に
存
在
す
る
『
法
界
観
門
』
相
当
の
文
は
『
華
厳
三
昧
観
』
に
も
含
ま
れ

る
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
序
章
で
述
べ
た
第
二
の
問
題
、
法
蔵
は
杜
順
の
『
法
界
観
門
』
を
無
断
で
『
華
厳
三

昧
観
』
に
内
包
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
『
法
界
観
門
』
が
『
華
厳
三
昧
観
』
か
ら
抜
粋
さ
れ
て
杜
順
に
仮
託
さ
れ
た
の
か

と
い
う
問
題
が
生
じ
る
。
近
年
の
先
行
研
究
で
は
、
文
献
学
的
見
地
か
ら
後
者
の
説
が
有
力
に
な
り
つ
つ
あ
る6

9

。 

前
述
の
よ
う
に
、
『
法
界
観
門
』
は
古
い
単
行
本
の
伝
存
が
確
認
さ
れ
ず
、
参
照
可
能
な
最
古
の
資
料
は
、
澄
観
『
法

界
玄
鏡
』
お
よ
び
宗
密
『
注
法
界
観
門
』
に
含
ま
れ
る
引
用
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
と
『
発
菩
提
心
章
』
と
の
対
校
に

つ
い
て
は
、
既
に
木
村
氏
、
中
西
氏
、
段
雨
函
氏
ら
に
よ
る
研
究
の
蓄
積
が
あ
る7

0

。
本
章
で
は
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究

を
踏
ま
え
つ
つ
、
対
校
作
業
を
通
じ
て
、
現
存
す
る
『
法
界
観
門
』
相
当
の
文
章
の
中
で
『
発
菩
提
心
章
』
の
記
述
が
最

も
古
く
正
し
い
形
態
を
留
め
て
い
る
こ
と
を
実
証
し
、
『
法
界
観
門
』
抜
粋
説
を
裏
付
け
る
。

ま
ず
、
澄
観
『
法
界
玄
鏡
』
が
用
い
る
『
法
界
観
門
』
の
系
統
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
澄
観
は
同
書
で
、
自
身
が
依
拠

し
た
『
法
界
観
門
』
と
は
別
の
系
統
の
「
有
本
」
と
の
異
同
を
五
ヵ
所
で
指
摘
し
て
い
る
。
段
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、

「
有
本
」
の
異
同
う
ち
三
箇
所
は
『
発
菩
提
心
章
』
宗
性
本
・
湛
睿
本
と
同
一
で
あ
る
が
、
他
の
箇
所
は
相
違
す
る
と
い

う
。
し
た
が
っ
て
、
澄
観
の
時
代
に
は
既
に
二
つ
に
留
ま
ら
な
い
複
数
の
系
統
が
存
在
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
段
氏
は
こ

の
「
有
本
」
の
五
ヵ
所
の
異
同
を
中
心
と
し
て
『
法
界
玄
鏡
』
と
『
発
菩
提
心
章
』
宗
性
本
・
湛
睿
本
の
比
較
を
行
い
、
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『
発
菩
提
心
章
』
が
正
し
い
形
を
留
め
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
中
西
氏
も
『
法
界
観
門
』
全
体
の
校
合
か
ら
『
発
菩
提

心
章
』
が
古
形
を
伝
え
て
い
る
可
能
性
に
言
及
す
る7

1

。
筆
者
も
以
前
、
同
様
の
検
証
を
行
っ
た
経
緯
が
あ
り
、
こ
れ
ら

の
説
と
軌
を
一
に
す
る
。
詳
細
な
比
較
は
段
氏
の
論
文
に
譲
り
、
こ
こ
で
は
新
出
資
料
高
山
寺
本
（
甲
）
に
お
い
て
も
、

同
様
の
結
果
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
付
言
す
る
。

次
に
、
宗
密
『
注
法
界
観
門
』
の
依
拠
本
は
、
本
研
究
で
既
に
論
じ
た
よ
う
に
写
本
系
統
『
発
菩
提
心
章
』
に
近
い
。

し
か
し
、
両
者
は
完
全
に
は
一
致
せ
ず
、
前
者
に
は
『
法
界
玄
鏡
』
と
の
み
一
致
す
る
記
述
も
存
在
す
る
。
段
氏
は
澄
観

が
指
摘
す
る
「
有
本
」
の
異
同
を
宗
密
が
し
ば
し
ば
採
択
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
宗
密
が
『
発
菩
提
心
章
』
系
統
の

『
法
界
観
門
』
へ
と
回
帰
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
見
解
は
妥
当
で
あ
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
宗
密
本
が
『
発

菩
提
心
章
』
と
の
み
一
致
す
る
約
二
十
の
異
同
の
中
に
は
、
文
意
に
大
き
な
影
響
を
与
え
な
い
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
宗
密
の
依
拠
本
は
、
澄
観
の
依
拠
本
と
『
発
菩
提
心
章
』
の
中
間
的
な
系
統
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

ま
た
、
こ
の
宗
密
の
依
拠
本
と
『
発
菩
提
心
章
』
を
詳
細
に
比
較
す
る
と
、
後
者
に
の
み
見
ら
れ
、
前
者
に
は
見
ら
れ

な
い
字
句
が
複
数
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
は
書
写
の
過
程
で
の
脱
落
の
可
能
性
が
高
く
、
『
発
菩
提
心
章
』
の
記
述
が
よ
り

古
い
形
態
を
留
め
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

以
上
の
検
証
か
ら
『
発
菩
提
心
章
』
写
本
系
統
の
『
法
界
観
門
』
相
当
箇
所
の
記
述
は
、
『
法
界
観
門
』
の
註
釈
書
諸

本
よ
り
も
古
い
形
態
を
保
持
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
結
果
は
、
先
行
研
究
の
知
見
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
り
、

ひ
い
て
は
『
法
界
観
門
』
抜
粋
説
の
蓋
然
性
を
高
め
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
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華
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六

構
成
に
つ
い
て
の
一
考
察

本
章
で
は
、
前
章
ま
で
に
明
ら
か
に
な
っ
た
見
地
を
踏
ま
え
、
序
論
で
挙
げ
た
最
終
的
な
問
題
、
す
な
わ
ち
『
華
厳
三

昧
観
』
の
原
形
を
最
も
忠
実
に
保
持
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
写
本
系
統
『
発
菩
提
心
章
』
が
、
ど
の
程
度
ま
で
『
華

厳
三
昧
観
』
の
原
初
的
な
姿
を
反
映
し
て
い
る
か
を
考
察
す
る
。

結
論
か
ら
述
べ
れ
ば
、
両
書
を
た
だ
ち
に
同
一
と
見
做
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
次
の
構
成
上
の
問

題
が
あ
る
。

①
法
蔵
『
華
厳
経
伝
記
』
が
『
華
厳
三
昧
観
』
の
構
成
を
「
十
門
十
義
」
と
記
録
す
る
点
で
、
現
行
『
発
菩
提
心
章
』
の

四
門
立
て
の
構
成
と
相
違
す
る
。

②
宗
密
『
行
願
品
疏
鈔
』
に
お
け
る
逸
文
で
は
、
『
発
菩
提
心
章
』
で
第
二
章
に
配
さ
れ
る
簡
教
が
第
四
章
と
記
さ
れ
、

章
立
て
の
順
序
が
異
な
る7

2

。 

③
『
発
菩
提
心
章
』
は
第
三
顕
過
の
冒
頭
で
顕
過
と
表
徳
の
二
門
構
成
を
示
す
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
表
徳
を
あ
ら
た
め
て

第
四
章
と
し
て
独
立
さ
せ
る
歪
な
構
成
を
持
つ
。

④
『
発
菩
提
心
章
』
は
表
徳
第
四
に
お
け
る
色
空
章
十
門
止
観
以
降
の
番
号
の
振
り
方
が
不
統
一
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
①
の
法
蔵
が
『
華
厳
経
伝
記
』
で
示
し
た
『
華
厳
三
昧
観
』
の
十
門
十
義
と
い
う
構
成
は
、
『
発
菩
提
心

章
』
と
の
最
も
顕
著
な
相
違
点
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
対
し
て
一
部
の
先
行
研
究
で
は
『
発
菩
提
心
章
』
（
あ
る
い
は

『
三
昧
章
』
）
の
一
部
分
に
十
門
十
義
を
相
当
さ
せ
る
な
ど
し
て
会
通
を
試
み
て
き
た7

3

。
例
え
ば
、
常
盤
氏
は
、
法
蔵
が
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示
す
十
門
十
義
と
は
『
三
昧
章
』
（
『
発
菩
提
心
章
』
）
の
一
部
で
あ
る
理
事
円
融
義
の
十
門
十
義
で
あ
る
と
主
張
し7

4

、

木
村
氏
も
そ
の
関
連
を
指
摘
す
る7

5

。
し
か
し
、
一
著
作
の
構
成
と
し
て
提
示
さ
れ
た
十
門
十
義
が
、
そ
の
一
部
に
し
か

相
当
し
な
い
と
す
る
解
釈
は
、
一
般
的
に
許
容
し
難
い
面
が
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
舘
野
氏
は
、
『
発
菩
提
心
章
』
全
体
を
十
門
十
義
と
し
て
解
釈
し
、
『
華
厳
三
昧
観
』
の
原
形
の
復
元

を
試
み
た
。
同
氏
は
『
発
菩
提
心
章
』
の
発
心
第
一
を
三
門
に
、
顕
過
（
表
徳
）
第
四
を
五
門
に
開
く
こ
と
で
、
本
来
の

十
門
十
義
が
顕
れ
る
と
同
時
に
、
『
行
願
品
疏

鈔
』
の
逸
文
と
の
章
数
の
相
違
（
上
記
②
）
も

解
消
す
る
と
主
張
す
る7

6

。
舘
野
氏
に
よ
る
構

成
案
と
現
行
の
『
発
菩
提
心
章
』
を
比
較
す
れ

ば
、
表
の
通
り
で
あ
る
。

舘
野
氏
は
再
編
の
根
拠
と
し
て
、
第
三
顕
過

と
第
四
表
徳
（
顕
徳
）
が
対
構
造
を
な
し
て
い

て
、
表
徳
は
本
来
、
第
一
門
の
真
空
観
の
み
に

相
当
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
は
前

述
の
通
り
他
の
先
行
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
て
い

て
、
本
研
究
で
も
第
四
章
で
触
れ
た
点
で
あ
る
。

第
一

発
心

一

直
心

十
心

二

深
心

十
心

三

大
悲
心

十
心

第
二

簡
教

十
義

第
三

顕
過

四
門

第
四

顕
徳

一

真
空
観

四
門

二

理
事
無
礙
観

十
門

三

周
遍
含
容
観

十
門

四

色
空
章
十
門
止
観

十
門

五

理
事
円
融
義

十
義

『
発
菩
提
心
章
』

第
一

直
心

十
心

第
二

深
心

十
心

第
三

大
悲
心

十
心

第
四

簡
教

十
義

第
五

顕
過

四
門

第
六

顕
徳

四
門

第
七

理
事
無
礙
観

十
門

第
八

周
遍
含
容
観

十
門

第
九

色
空
章
十
門
止
観

十
門

第
十

理
事
円
融
義

十
義

舘
野
説

『
華
厳
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』
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伝
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し
か
し
、
舘
野
氏
の
説
に
は
『
発
菩
提
心
章
』
の
資
料
と
し
て
、
信
頼
性
に
問
題
の
あ
る
刊
本
系
統
に
属
す
る
大
正
蔵

本
を
用
い
る
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
本
研
究
で
は
、
『
華
厳
三
昧
観
』
の
原
形
を
最
も
留
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
『
発

菩
提
心
章
』
宗
性
本
を
も
と
に
、
次
の
よ
う
に
『
華
厳
三
昧
観
』
第
三
顕
徳
と
第
四
表
徳
の
冒
頭
箇
所
の
復
元
を
試
み
た
。

『
発
菩
提
心
』
宗
性
本

第
三
顕
過
、
問
。
色
空
空
色
為
相
即
耶
、
為
不
相
即
耶
。
答
。
有
二
門
。
一
顕
過
、
二
表
徳
。
第
一
顕
過
中
有
四
句
。

謂
即
亦
不
可
、
非
即
亦
不
可
、
倶
亦
不
可
、
非
倶
亦
不
可
。
（
中
略
）
第
四
顕
徳
四
句
十
門
。
一
念
色
帰
空
観
、
一

明
空
即
色
観
、
三
空
色
無
礙
観
、
四
泯
絶
無
寄
観
。

『
華
厳
三
昧
観
』
復
元
案

［

］
問
。
色
空
・
空
色
為
相
即
耶
、
為
不
相
即
耶
。
答
。
有
二
門
。
一
顕
過
、
二
表
徳
。
第
一
顕
過
中
有
四
句
。

謂
即
亦
不
可
、
非
即
亦
不
可
、
倶
亦
不
可
、
非
倶
亦
不
可
。
（
中
略
）
第
二
顕
徳
有
四
句
十
門
。
一
会
色
帰
空
観
、

二
明
空
即
色
観
、
三
空
色
無
礙
観
、
四
泯
絶
無
寄
観
。

顕
過
と
顕
徳
（
表
徳
）
が
元
々
対
構
造
で
あ
っ
た
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
宗
性
本
で
「
第
四
顕
徳
」
と
な
っ
て
い
る
表
記

は
、
本
来
「
第
二
顕
徳
」
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
顕
過
冒
頭
の
問
い
の
前
に
存
在
す
る
「
第
三
顕
過
」
と
い
う
章
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名
は
、
そ
の
章
が
内
包
す
る
対
構
造
の
う
ち
の
顕
過
と
い
う
名
称
を
そ
の
ま
ま
転
用
し
た
も
の
で
あ
り
、
章
名
と
し
て
適

切
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
部
分
に
は
元
来
、
顕
過
・
顕
徳
の
対
構
造
全
体
を
統
べ
る
、
別
の
章
名
が
冠
せ
ら
れ

て
い
た
と
推
測
し
得
る
。
こ
の
推
測
は
、
法
蔵
に
関
連
す
る
著
作
に
お
い
て
、
顕
過
・
表
徳
に
相
当
す
る
内
容
（
遮
・
表

や
遮
情
・
表
徳
）
が
『
十
二
門
論
宗
致
義
記
』
で
は
「
第
三
約
有
無
者7

7

」
、
『
五
教
止
観
』
で
は
「
三
者
顕
法
離
言
絶

解7
8

」
と
い
っ
た
章
立
て
の
中
で
説
か
れ
て
い
る
事
実
に
よ
っ
て
も
傍
証
さ
れ
よ
う7

9

。 

こ
の
よ
う
に
顕
過
と
表
徳
を
同
一
の
章
の
内
部
で
説
く
と
い
う
構
成
は
、
舘
野
氏
が
各
門
を
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
章
と

し
て
想
定
す
る
十
門
構
成
と
は
相
違
す
る8

0

。
他
に
も
、
舘
野
氏
の
説
を
そ
の
ま
ま
受
容
す
る
こ
と
を
困
難
に
す
る
要
因

と
し
て
、
先
行
研
究
で
は
現
行
『
発
菩
提
心
章
』
の
第
四
表
徳
の
一
部
に
お
け
る
後
代
の
加
筆
・
増
補
の
可
能
性
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
石
井
公
成
氏
は
、
表
徳
の
第
四
門
に
あ
た
る
色
空
章
十
門
止
観
に
お
け
る
理
を
「
不
異
於
事
」
と
述
べ
る
表
現

が
法
蔵
に
仮
託
さ
れ
た
文
献
に
し
か
存
在
し
な
い
た
め
、
法
蔵
以
外
の
加
筆
を
否
定
出
来
な
い
と
述
べ
る8

1

。 

ま
た
、
中
西
氏
も
石
井
公
成
氏
の
説
を
取
り
あ
げ
た
後
、
第
五
門
の
理
事
円
融
義
に
お
け
る
「
華
厳
義
旨
」
と
い
う
表

現
が
華
厳
宗
の
祖
統
説
が
確
立
さ
れ
た
後
の
表
現
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
表
徳
第
四
の
理
事
無
礙
観
あ
る

い
は
色
空
章
十
門
止
観
以
降
が
法
蔵
の
弟
子
以
降
の
時
代
に
制
作
さ
れ
た
と
想
定
し
て
い
る8

2

。 

筆
者
は
第
四
表
徳
の
中
で
、
第
三
周
遍
含
容
観
ま
で
は
理
論
的
な
繋
が
り
を
持
っ
て
い
て
、
段
階
的
な
華
厳
の
観
行
を

説
く
本
書
の
性
質
上
、
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
と
考
え
る
が8

3

、
第
四
色
空
章
十
門
止
観
以
降
が
一
定
の
問
題
を
含
ん
で
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い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

第
一
の
問
題
は
、
『
発
菩
提
心
章
』
の
色
空
章
十
門
止
観
以
降
の
番
号
の
振
り
方
が
不
統
一
で
あ
る
点
（
問
題
④
）
で

あ
り
、
こ
れ
ら
の
観
が
後
世
に
付
加
さ
れ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
第
二
の
問
題
は
、
色
空
章
十
門
止
観
が
別
本
と

し
て
存
在
し
て
い
た
可
能
性
を
示
す
資
料
が
残
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
永
明
延
寿
撰
『
心
賦
註
』
で
は
「
如
色
空
章
十

門
止
観
」
と
し
て
色
空
章
十
門
止
観
を
引
用
す
る
が
、
続
い
て
理
事
円
融
義
を
引
用
す
る
際
に
は
「
三
昧
章
云
」
と
引
用

元
を
改
め
て
明
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
色
空
章
十
門
止
観
が
『
三
昧
章
』
以
外
、
さ
ら
に
は
そ
れ
が
『
華
厳
三
昧
観
』

や
『
発
菩
提
心
章
』
の
一
部
で
す
ら
な
く
、
単
独
の
書
と
し
て
の
『
色
空
章
十
門
止
観
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
可
能
性
を

窺
わ
せ
る
記
述
で
あ
る
。
ま
た
、
『
義
天
録
』
に
は
「
三
昧
観
」
と
は
別
に
「
色
空
観8

4

」
と
い
う
著
作
が
記
載
さ
れ
て

い
る
。

こ
れ
ら
の
事
実
は
、
必
ず
し
も
色
空
章
十
門
止
観
以
降
が
法
蔵
の
撰
述
で
は
な
い
と
積
極
的
に
断
定
す
る
材
料
と
は
な

ら
な
い
。
た
だ
し
、
そ
れ
ら
が
本
来
の
『
華
厳
三
昧
観
』
に
含
ま
れ
て
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
後
代
の
増
補
な
の
か
と
い

う
問
題
は
、
今
後
の
文
献
学
的
な
解
明
に
委
ね
ら
れ
る
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

ま
た
、
『
華
厳
三
昧
観
』
か
ら
『
発
菩
提
心
章
』
が
派
生
す
る
過
程
で
逸
脱
し
た
文
章
が
存
在
す
る
可
能
性
に
つ
い
て

も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
宗
密
の
『
行
願
品
疏
鈔
』
で
は
『
華
厳
三
昧
観
』
の
簡
教
を
引
用
し
た
後
に
、

続
け
て
以
下
の
十
法
行
の
文
を
引
用
し
て
い
る
。
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又
賢
首
大
師
云
、
受
持
大
乗
経
、
須
知
五
法
。
一
、
須
明
其
文
有
五
。
謂
善
知
分
段
起
尽
・
前
後
相
属
・
次
第
連

合
・
詮
旨
円
満
・
無
増
無
減
。
二
、
解
其
事
亦
五
。
謂
説
処
・
説
主
・
徒
衆
・
請
儀
・
及
知
円
音
所
説
。
三
、
達
其

義
亦
五
。
謂
略
標
綱
要
・
広
釈
除
疑
・
譬
喩
令
解
・
引
事
証
成
・
挙
益
勧
学
。
四
、
得
其
意
亦
五
。
謂
令
発
大
心
・

観
真
理
・
伏
煩
悩
・
慈
悲
救
物
・
勤
修
万
行
。
五
、
順
其
行
自
有
五
種
・
一
、
於
前
四
門
法
行
在
身
在
心
、
未
曽
暫

息
。
二
、
歴
前
四
門
以
起
勝
心
。
謂
於
前
文
教
起
難
遭
想
、
於
前
事
相
起
尊
重
心
。
念
仏
難
逢
、
傷
己
薄
祐
、
於
前

義
理
起
愛
楽
心
、
於
前
意
旨
悲
喜
交
集
。
三
、
受
持
正
法
。
謂
於
前
文
教
書
写
流
通
図
画
形
相
表
仏
法
会
、
撮
略
意

旨
曲
示
行
人
。
四
、
自
行
増
。
謂
親
近
善
友
繫
念
思
惟
。
五
、
成
無
礙
行
。
謂
得
旨
亡
詮
故
不
可
守
。
亡
詮
由
教
故

不
可
捨
。
是
故
於
教
生
無
守
無
捨
行
。
今
此
雖
開
為
十
法
行
、
但
是
衆
縁
資
成
、
正
助
相
兼
。
総
曰
受
持
修
習
。
全

依
此
者
、
可
為
円
因
。
精
勤
不
退
、
皆
証
満
果8

5

。 

ま
た
賢
首
大
師
（
法
蔵
）
が
言
う
に
は
、
「
大
乗
経
典
を
受
持
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
五
つ
の
法
を
知
る
必
要
が
あ

る
。
一
に
は
、
必
ず
経
文
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
五
つ
あ
る
。
正
し
く
段
落
の
始
ま
り
と
終
わ
り
・
前
後

関
係
・
順
序
や
連
結
・
説
か
れ
る
趣
旨
が
円
満
で
あ
る
こ
と
・
増
え
た
り
減
る
こ
と
が
無
い
こ
と
を
知
る
こ
と
で
あ

る
。
二
に
は
、
〔
説
か
れ
た
〕
事
柄
を
理
解
す
る
の
に
ま
た
五
つ
あ
る
。
説
か
れ
た
場
所
・
説
主
・
聴
衆
・
請
儀
・

お
よ
び
円
音
の
所
説
を
知
る
こ
と
で
あ
る
。
三
に
は
、
〔
経
の
〕
意
味
内
容
に
達
す
る
の
に
ま
た
五
つ
あ
る
。
略
し

て
綱
要
を
あ
ら
わ
し
・
広
く
釈
し
て
疑
い
を
除
き
・
譬
喩
を
も
っ
て
理
解
さ
せ
・
事
例
を
引
い
て
証
成
し
・
利
益
を
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挙
げ
て
学
ぶ
こ
と
を
勧
め
る
こ
と
で
あ
る
。
四
に
は
、
経
の
意
を
得
る
こ
と
に
ま
た
五
つ
あ
る
。
大
な
る
心
を
発
こ

し
・
真
理
を
観
じ
・
煩
悩
を
折
伏
し
・
慈
悲
を
も
っ
て
衆
生
を
救
い
・
万
行
を
勤
修
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
五
に
は
、

そ
の
実
践
に
従
う
の
に
自
ず
か
ら
五
種
類
あ
る
。
一
に
、
前
の
四
門
に
お
い
て
法
に
適
っ
た
行
い
は
身
に
あ
り
心
に

あ
り
、
未
だ
か
つ
て
少
し
の
間
も
休
ま
な
い
こ
と
で
あ
る
。
二
に
、
前
の
四
門
を
経
て
勝
れ
た
心
を
起
こ
す
こ
と
で

あ
る
。
前
の
経
文
の
教
え
に
お
い
て
〔
大
乗
の
教
え
に
〕
出
会
う
こ
と
が
難
し
い
と
の
思
い
を
起
こ
し
、
前
の
事
柄

に
お
い
て
尊
重
の
心
を
起
こ
す
。
仏
を
念
じ
て
も
逢
い
難
く
、
自
己
の
薄
い
加
護
を
嘆
く
も
、
前
の
義
理
に
対
し
て

愛
楽
の
心
を
起
こ
し
、
前
の
意
旨
に
対
し
て
慈
悲
と
喜
び
が
交
り
生
ず
る
。
三
に
、
正
法
を
受
持
す
る
こ
と
で
あ
る
。

前
の
文
教
を
書
写
流
通
し
図
画
形
相
を
も
っ
て
仏
の
法
会
を
表
し
、
意
旨
を
要
約
し
て
丁
寧
に
修
行
者
に
示
す
。
四

に
、
自
ら
の
行
を
増
進
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
善
友
に
親
近
し
心
を
と
ど
め
て
思
惟
す
る
。
五
に
、
無
礙
の
行
を
成

ず
る
こ
と
で
あ
る
。
〔
経
の
〕
意
を
得
れ
ば
言
語
表
現
は
必
要
で
は
な
い
た
め
に
固
執
し
て
は
い
け
な
い
。
〔
し
か

し
〕
言
語
表
現
を
無
く
す
こ
と
は
教
え
に
よ
る
た
め
に
〔
経
は
〕
捨
て
て
も
い
け
な
い
。
そ
の
た
め
教
に
対
し
て
固

執
す
る
こ
と
な
く
捨
て
る
こ
と
も
な
い
と
い
う
行
を
生
じ
る
の
で
あ
る
。
今
こ
れ
を
開
い
て
十
法
の
行
と
な
す
と
い

っ
て
も
、
た
だ
こ
れ
は
様
々
な
要
因
が
助
け
合
っ
て
成
立
し
て
い
て
、
正
と
助
が
相
い
兼
ね
合
わ
さ
っ
て
い
る
。

〔
こ
れ
を
〕
総
じ
て
受
持
修
習
と
い
う
。
こ
れ
に
依
っ
て
〔
修
行
す
れ
ば
〕
、
〔
悟
り
へ
の
〕
完
全
な
因
と
な
る
こ

と
が
出
来
る
。
精
進
し
て
勤
め
て
退
転
す
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
み
な
円
満
の
果
を
証
得
す
る
」
と
。
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右
の
文
章
は
、
現
存
す
る
い
ず
れ
の
法
蔵
の
著
作
に
も
確
認
出
来
ず
、
佚
書
か
ら
引
用
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
「
今

此
雖
開
為
十
法
行
」
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
十
門
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
『
華
厳
三
昧
観
』
の
引
用
の
直
後
に
置

か
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
逸
文
で
あ
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
は
な
い
。

そ
の
他
、
法
蔵
が
他
の
著
作
で
観
行
思
想
を
述
べ
る
箇
所
に
は
、
識
病
（
病
を
知
る
）
、
揀
境
（
対
象
を
弁
別
す
る
）
、

徴
令
見
尽
（
修
行
者
の
言
葉
へ
の
捉
わ
れ
を
解
体
す
る
）
、
示
法
令
思
（
正
し
い
法
を
示
し
て
空
の
理
を
理
解
さ
せ
る
）

な
ど
、
『
発
菩
提
心
章
』
に
は
無
い
項
目
が
存
在
し
、
こ
う
し
た
内
容
が
『
華
厳
三
昧
観
』
に
存
在
し
た
可
能
性
は
排
除

出
来
な
い
。

七

結
語

本
研
究
は
、
散
逸
し
た
法
蔵
撰
『
華
厳
三
昧
観
』
の
実
像
を
解
明
す
る
た
め
に
、
本
文
批
判
を
中
心
に
現
存
資
料
の
検

証
を
行
っ
た
。
そ
の
成
果
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
に
、
思
想
の
整
合
性
や
逸
文
と
の
一
致
点
に
お
い
て
、
『
発
菩
提

心
章
』
が
『
華
厳
三
昧
観
』
の
原
形
を
よ
り
忠
実
に
留
め
て
い
る
蓋
然
性
が
高
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
第
二
に
、

『
三
昧
章
』
の
構
成
は
、
『
発
菩
提
心
章
』
に
見
ら
れ
る
構
成
上
の
歪
み
（
原
形
改
変
の
痕
跡
）
を
、
後
代
に
整
理
・
改

変
し
た
も
の
で
あ
り
、
『
三
昧
章
』
は
『
発
菩
提
心
章
』
を
基
に
し
た
改
訂
本
で
あ
る
と
の
結
論
を
導
き
出
し
た
。
第
三

に
、
『
発
菩
提
心
章
』
の
中
で
も
、
多
く
の
先
行
研
究
で
参
照
さ
れ
て
き
た
大
正
蔵
本
を
含
む
刊
本
系
統
は
、
信
頼
性
に

著
し
い
問
題
が
あ
る
た
め
、
今
後
の
『
華
厳
三
昧
観
』
研
究
は
、
写
本
系
統
の
み
に
依
拠
す
べ
き
こ
と
を
明
示
し
た
。
第
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四
に
、
『
発
菩
提
心
章
』
写
本
系
統
に
内
包
さ
れ
る
『
法
界
観
門
』
相
当
箇
所
の
本
文
が
、
澄
観
や
宗
密
が
依
拠
し
た
系

統
の
『
法
界
観
門
』
よ
り
も
古
い
形
態
を
保
持
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
『
華
厳
三
昧
観
』
（
『
発
菩
提
心

章
』
）
か
ら
『
法
界
観
門
』
が
抜
粋
・
仮
託
さ
れ
た
と
す
る
従
来
の
説
を
裏
付
け
た
。

総
じ
て
本
研
究
の
意
義
は
、
『
華
厳
三
昧
観
』
の
思
想
研
究
に
際
し
て
の
第
一
資
料
と
し
て
、
写
本
系
統
『
発
菩
提
心

章
』
が
最
も
適
当
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
点
に
あ
る
。
今
後
は
こ
の
成
果
を
基
に
、
文
献
学
的
手
法
に
よ
っ
て
『
華
厳
三

昧
観
』
の
全
容
解
明
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

【
附
記
】

本
研
究
に
お
け
る
資
料
の
閲
覧
に
際
し
て
は
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
東
大
寺
図
書
館
、

身
延
山
大
学
図
書
館
、
龍
谷
大
学
図
書
館
の
ご
厚
情
を
賜
り
、
湛
睿
写
本
の
存
在
に
つ
い
て
は
櫻
井
唯
先
生
に
ご
教
示
い
た

だ
き
ま
し
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

1

大
正
五
一
・
一
七
二
頁
中
。

2

石
井
教
道
『
華
厳
教
学
成
立
史
』
（
平
楽
寺
書
店
、
一
九
六
四
）
は
、
『
探
玄
記
』
に
見
ら
れ
る
「
一
巻
華
厳
三
昧
」
と
は
華

厳
観
道
書
の
通
名
で
あ
り
、
現
行
の
何
れ
に
も
相
当
し
な
い
と
推
測
す
る
が
、
「
一
巻
」
と
巻
数
が
記
さ
れ
て
い
る
事
実
は
、

具
体
的
な
特
定
の
書
を
想
定
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

3

大
正
三
五
・
三
四
七
頁
下
。

4

『
三
昧
章
』
を
『
華
厳
三
昧
観
』
そ
の
も
の
で
あ
る
と
捉
え
る
先
行
研
究
に
、
常
盤
大
定
「
支
那
華
厳
宗
伝
統
論
」
（
『
東
方

学
報
』
三
、
一
九
三
二
）
、
陳
永
裕
『
華
厳
観
法
の
基
礎
的
研
究
』
（
民
昌
文
化
社
、
一
九
九
五
）
な
ど
が
あ
る
。
対
し
て
、

『
発
菩
提
心
章
』
を
『
華
厳
三
昧
観
』
と
す
る
研
究
に
鈴
木
宗
忠
『
原
始
華
厳
哲
学
の
研
究
』
（
大
東
出
版
社
、
一
九
三
四
）
、
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結
城
令
聞
「
隋
唐
の
中
国
的
新
仏
教
組
織
の
一
例
と
し
て
の
華
厳
法
界
観
門
に
つ
い
て
」
（
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
六
巻
第

二
号
、
一
九
五
八
）
、
石
井
教
道
前
掲
書
、
小
林
實
玄
「
華
厳
宗
初
期
の
修
観
の
状
況
に
つ
い
て
」
（
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』

第
二
二
巻
第
二
号
、
一
九
七
四
）
が
存
在
す
る
。
そ
の
他
、
『
発
菩
提
心
章
』
が
『
華
厳
三
昧
観
』
に
近
い
と
し
つ
つ
も
、
後

代
の
改
変
な
ど
を
指
摘
す
る
研
究
に
木
村
清
孝
「
『
法
界
観
門
』
撰
者
考
」
（
『
宗
教
研
究
』
一
九
五
、
一
九
六
八
）
、
吉
津
宜
英

「
澄
観
の
華
厳
教
学
と
杜
順
の
法
界
観
門
」
（
『
駒
澤
大
学
仏
教
研
究
紀
要
』
三
八
、
一
九
八
〇
）
、
石
井
公
成
「
華
厳
宗
観
行

文
献
的
真
偽
及
其
産
生
年
代
」
（
『
華
厳
研
究
』
一
、
二
〇
一
二
）
、
舘
野
正
生
「
『
華
厳
発
菩
提
心
章
』
と
法
蔵
撰
『
華
厳
三
昧

観
』
に
関
す
る
一
考
察
」
（
『
宗
教
研
究
』
三
二
〇
、
一
九
九
九
）
、
中
西
俊
英
「
法
蔵
に
お
け
る
思
想
構
造
の
総
合
的
研
究
」

（
東
京
大
学
博
士
論
文
、
二
〇
一
五
）
が
あ
る
。

5

『
発
菩
提
心
章
』
を
法
蔵
撰
述
と
し
つ
つ
も
、
『
法
界
観
門
』
を
杜
順
の
真
撰
と
す
る
説
に
、
結
城
前
掲
論
文
、
小
林
實
玄

「
華
厳
宗
観
行
の
展
開
に
つ
い
て
」
（
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
一
五
巻
二
号
、
一
九
六
七
）
が
あ
る
。
対
し
て
『
発
菩
提
心

章
』
か
ら
の
『
法
界
観
門
』
抜
出
説
は
、
鈴
木
前
掲
書
・
石
井
教
道
前
掲
書
で
説
か
れ
、
木
村
前
掲
論
文
や
石
井
公
成
前
掲
論

文
、
中
西
博
士
論
文
は
部
分
的
に
議
論
の
余
地
を
示
し
つ
つ
も
同
様
の
立
場
を
と
る
。

6

大
正
五
五
・
一
一
六
六
頁
下
。

7

大
正
七
七
・
三
七
二
頁
中
。

8

大
正
七
七
・
三
五
五
頁
中
。

9

大
正
五
五
・
一
一
三
三
頁
中
。

1
0

大
日
本
古
文
書
二
四
・
二
五
四
頁
。

1
1

大
日
本
古
文
書
八
・
五
三
八
頁
。

1
2

大
日
本
古
文
書
一
六
・
三
七
四
頁
。

1
3

大
日
本
古
文
書
一
七
・
一
〇
八
頁
。

1
4

大
日
本
古
文
書
三
・
一
六
二
頁
。

1
5

中
西
博
士
論
文
は
、
天
平
十
五
年
の
「
華
厳
宗
布
施
法
定
文
案
」
に
『
華
厳
発
菩
提
心
義
』
が
「
十
二
張
」
で
あ
る
と
記
録

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
「
用
紙
一
紙
は
（
中
略
）
一
行
一
七
字
・
二
五
行
～
三
〇
行
で
あ
り
、
大
正
蔵
本
の
文
字
数

（
約
八
〇
〇
〇
字
）
は
書
写
不
能
で
あ
る
」
（
三
七
頁
よ
り
引
用
）
と
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
必
ず
し
も
紙
数
だ
け
で
現
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行
の
『
発
菩
提
心
章
』
と
「
華
厳
宗
布
施
法
定
文
案
」
に
記
さ
れ
る
写
本
が
相
違
す
る
と
断
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
例
え

ば
、
「
華
厳
宗
布
施
法
定
文
案
」
に
あ
る
『
華
厳
経
関
脈
義
記
』
は
「
九
張
」
と
記
載
さ
れ
、
中
西
氏
の
計
算
を
適
用
す
れ
ば

最
大
四
六
〇
〇
字
程
度
と
想
定
出
来
る
。
だ
が
、
同
書
に
は
六
十
『
華
厳
』
を
釈
す
本
と
八
十
『
華
厳
』
を
釈
す
本
の
二
種
類

が
存
在
す
る
も
の
の
、
文
字
数
が
少
な
い
前
者
で
も
約
五
四
〇
〇
字
、
後
者
は
約
五
六
〇
〇
字
と
な
り
、
中
西
氏
の
計
算
方
式

に
よ
る
想
定
を
大
き
く
超
え
る
。

1
6

大
正
八
三
・
一
五
頁
中
。

1
7

大
正
五
五
・
一
一
三
三
頁
中
。

1
8

大
正
五
五
・
一
一
四
六
頁
上
。

1
9

続
蔵
一―

五
・
八
三
丁
左
上
。

2
0

木
村
前
掲
論
文
、
陳
前
掲
書
、
中
西
博
士
論
文
参
照
。

2
1

吉
津
前
掲
論
文
参
照
。

2
2

続
蔵
二―

一
六
・
五
四
丁
左
下
、
五
八
丁
左
上
。

2
3

日
仏
全
九
二
・
四
頁
上
。

2
4

凝
然
は
『
五
教
章
通
路
記
』
巻
一
に
お
い
て
「
花
厳
三
昧
章
一
巻
、
亦
名
発
菩
提
心
章
。
」
（
大
正
七
二
・
二
九
七
頁
上
）
と
、

『
華
厳
三
昧
章
』
の
異
名
を
『
発
菩
提
心
章
』
と
し
て
記
録
す
る
。
ま
た
、
『
華
厳
宗
要
義
』
（
大
正
七
二
・
一
九
六
頁
上
）
で

は
『
三
昧
章
』
を
、
『
華
厳
宗
経
論
章
疏
目
録
』
（
日
全
一
・
二
四
九
頁
上
）
で
『
発
菩
提
心
章
』
を
掲
載
す
る
。

2
5

金
沢
文
庫
編
『
金
沢
文
庫
古
書
目
録
』
二
四
九
頁
。

2
6

基
の
著
作
と
伝
わ
る
『
阿
弥
陀
経
通
賛
疏
』
に
は
「
華
厳
法
界
観
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
が
、
本
書
は
偽
撰
と
さ
れ
て
い
て
、

成
立
年
代
は
未
詳
で
あ
る
。
望
月
信
亨
『
浄
土
教
之
研
究
』
（
金
尾
文
淵
堂
、
一
九
二
二
）
、
林
香
奈
「
基
撰
と
さ
れ
る
『
阿
弥

陀
経
』
注
釈
書
に
つ
い
て
」
（
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
五
五
巻
第
一
号
、
二
〇
〇
六
）
参
照
。

2
7

大
正
三
五
・
五
一
四
頁
上
。

2
8

大
正
三
六
・
七
一
頁
下
。

2
9

大
正
五
五
・
一
一
六
六
頁
中
。

3
0

大
正
五
五
・
一
〇
五
九
頁
中
。
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3
1

大
正
五
五
・
一
〇
八
四
頁
上
。

3
2

常
盤
前
掲
論
文
追
補
、
常
盤
大
定
「
華
厳
宗
伝
統
論
及
び
続
論
」
（
『
東
方
学
報
』
五
、
一
九
三
四
）
、
吉
津
前
掲
論
文
参
照
。

3
3

舘
野
前
掲
論
文
参
照
。

3
4

木
村
清
孝
『
初
期
中
国
華
厳
思
想
史
の
研
究
』
（
春
秋
社
、
一
九
七
七
）
三
五
九
頁
参
照
。

3
5

甲
本
は
「
宗
教
大
学
蔵
徳
川
時
代
刊
本
」
と
記
さ
れ
る
。
校
異
の
取
り
方
や
、
刊
行
年
数
が
示
さ
れ
ず
に
「
徳
川
時
代
」
と

の
み
記
さ
れ
る
た
め
、
山
城
屋
刊
本
（
序
無
し
）
と
断
定
出
来
る
。

3
6

大
正
四
五
・
六
五
〇
頁
下
～
六
五
一
頁
上
。

3
7

序
に
よ
れ
ば
、
雅
山
は
か
つ
て
『
遊
心
法
界
記
』
を
東
大
寺
と
高
山
寺
に
求
め
て
得
た
が
、
『
発
菩
提
心
章
』
を
得
る
こ
と

が
出
来
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
再
び
、
関
西
に
赴
い
て
衆
本
を
集
め
、
校
合
し
た
も
の
が
山
城
屋
刊
本
だ
と
い
う
。
『
発
菩
提
心

章
』
を
収
集
す
る
前
に
刊
行
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
、
雅
山
の
序
を
有
す
る
『
遊
心
法
界
記
』
刊
本
に
は
、
刊
行
年
が
享
保
戌
申

（
一
七
二
八
）
と
記
さ
れ
て
い
て
曼
陀
羅
院
刊
本
よ
り
も
時
代
が
下
る
た
め
、
曼
陀
羅
院
刊
本
は
雅
山
の
『
発
菩
提
心
章
』
収

集
以
前
に
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

3
8

日
仏
全
八
・
三
四
二
頁
。

3
9

日
仏
全
八
・
三
四
二
頁
。

4
0

石
井
教
道
前
掲
書
は
、
澄
観
も
し
く
は
そ
の
一
門
が
華
厳
教
学
に
も
性
悪
思
想
が
存
在
す
る
こ
と
を
明
か
し
て
天
台
に
対
抗

す
る
た
め
に
「
性
悪
偽
文
」
を
加
え
た
と
予
測
し
て
い
る
が
、
普
寂
の
記
述
を
鑑
み
れ
ば
妥
当
性
は
な
い
。

4
1

常
盤
前
掲
論
文
〈
一
九
三
四
〉
、
石
井
教
道
前
掲
載
書
、
石
井
公
成
前
掲
載
論
文
参
照
。

4
2

大
正
四
五
・
五
〇
六
頁
上
。

4
3

大
正
九
・
五
六
四
頁
上
。

4
4

大
正
四
五
・
五
〇
六
頁
上
。

4
5

大
正
三
五
・
一
二
三
頁
中
。

4
6

そ
の
他
、
刊
本
系
統
の
簡
教
第
二
に
は
「
故
経
曰
成
就
第
一
誠
諦
之
語
如
説
能
行
如
行
能
説
乃
至
学
三
世
諸
仏
無
二
語
随
順

如
来
一
切
智
慧
等
」
と
い
う
六
十
『
華
厳
』
功
徳
華
聚
菩
薩
十
行
品
の
引
用
が
存
在
す
る
。
内
容
と
し
て
不
都
合
は
な
い
が
、

法
蔵
の
他
の
著
作
で
は
引
用
さ
れ
な
い
。
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4
7

大
正
三
五
・
一
一
六
頁
下
。

4
8

先
行
研
究
で
は
木
村
前
掲
書
が
大
正
蔵
本
『
発
菩
提
心
章
』
、
澄
観
『
法
界
玄
鏡
』
、
宗
密
『
注
法
界
観
門
』
と
宋
代
の
紹
元

『
法
界
観
門
智
灯
疏
』
に
含
ま
れ
る
『
法
界
観
門
』
を
校
合
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
異
本
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
に
留
ま
る
。

4
9

常
盤
大
定
『
支
那
仏
教
の
研
究
』
（
春
秋
社
、
一
九
三
八
、
名
著
普
及
会
、
一
九
七
九
覆
刻
）
参
照
。
な
お
、
常
盤
氏
は
東

京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
所
蔵
の
宗
性
本
『
発
菩
提
心
章
』
の
写
し
の
奥
書
に
「
此
発
心
章
異
続
蔵
所
収
本
蓋
是
華
厳
三
昧
章

及
流
布
本
発
心
章
両
者
中
間
之
者
也
」
と
記
し
て
い
る
が
、
そ
の
存
在
を
認
識
し
な
が
ら
も
意
図
的
に
研
究
で
は
言
及
し
て
い

な
い
。
同
氏
が
主
張
す
る
『
三
昧
章
』
先
行
成
立
説
に
そ
ぐ
わ
な
い
点
が
多
く
あ
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

5
0

奥
田
正
造
編
『
高
山
寺
縁
起
』
（
奥
田
正
造
、
一
九
三
二
）
に
よ
れ
ば
、
法
性
寺
刑
部
入
道
と
い
う
人
物
が
は
じ
め
て
高
山

寺
に
宋
版
一
切
経
及
び
経
蔵
を
寄
進
し
て
い
る
。
こ
の
経
蔵
は
寛
喜
元
年
（
一
二
二
九
）
に
造
立
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
経
が
納

め
ら
れ
た
時
期
は
そ
の
前
後
と
考
え
ら
れ
る
。
大
塚
紀
弘
「
高
山
寺
明
恵
集
団
と
宋
人
」
（
『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀

要
』
二
〇
）
は
、
明
恵
の
弟
子
の
行
弁
が
法
性
寺
刑
部
入
道
の
金
銭
的
支
援
を
受
け
て
宋
か
ら
一
切
経
を
請
来
し
た
と
推
測
し
、

一
切
経
の
請
来
年
を
建
保
三
年
（
一
二
一
五
）
頃
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
高
山
寺
に
は
そ
の
後
も
断
続
的
に
宋
版
一
切
経
が

も
た
ら
さ
れ
た
痕
跡
が
あ
る
た
め
に
『
三
昧
章
』
請
来
の
時
代
が
さ
ら
に
下
る
可
能
性
は
否
定
出
来
な
い
。

5
1

常
盤
前
掲
載
書
参
照
。

5
2

東
大
寺
貴
重
書
Ｘ
一
・
一
一
一
・
四
四
。

5
3

翻
刻
に
際
し
て
は
新
藤
晋
海
編
『
凝
然
大
徳
事
績
梗
概
』
（
東
大
寺
教
学
部
、
一
九
七
一
）
五
八
～
五
九
頁
参
照
。

5
4

東
大
寺
貴
重
書
Ｘ
一
・
一
〇
一
・
一
一
九
Ｂ
。

5
5 

浄
照
に
つ
い
て
続
蔵
本
『
首
楞
厳
壇
場
修
証
儀
』
序
に
は
「
両
浙
臨
安
府
北
山
精
進
教
院
住
持
伝
賢
首
教
観
比
丘
浄
照

伏
覩

（
中
略
）
時
紹
興
戊
辰
歳

十
二
月
十
五
日

比
丘
浄
照

謹
題
」(

続
蔵
一―

九
五
・
五
四
一
丁
右)

と
記
さ
れ
、
南
宋
時
代
に
臨

安
府
の
北
山
精
進
教
院
で
賢
首
教
（
華
厳
教
学
）
を
伝
持
す
る
学
僧
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、
高
山
寺
所
蔵
の
『
原

人
論
科
文
』
（
高
山
寺
聖
教
類
第
四
一
函
）
の
刊
記
に
は
紹
興
丁
夘
十
七
年
八
月
（
『
高
山
寺
経
蔵
典
籍
文
書
目
録
』
第
二
、
二

四
一
頁
）
に
、
「
清
涼
書
（
圭
峰
定
慧
禅
師
遙
清
涼
国
師
書
）
」
の
奥
書
に
は
紹
興
十
四
年
九
月
に
浄
照
が
工
刻
を
命
じ
た
こ
と

が
記
録
さ
れ
て
い
る
（
近
藤
瓶
城
編
『
続
史
籍
集
覧
』
第
九
冊
、
近
藤
出
版
部
、
一
九
三
〇
、
七
四
頁
お
よ
び
常
盤
前
掲
論
文

〈
一
九
三
四
〉
、
五
五
頁
）
。 
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5
6

金
沢
文
庫
「
称
名
寺
聖
教
」
八
三
函
三
号
。

5
7

金
沢
文
庫
編
『
金
沢
文
庫
古
書
目
録
』
（
巌
松
堂
、
一
九
三
九
）
二
四
九
頁
。

5
8

山
本
智
教
「
宝
寿
院
の
蔵
書
」
（
『
密
教
学
会
報
』
十
四
、
一
九
七
五)

参
照
。

5
9

高
野
山
宝
寿
院
文
庫
目
録
（
『
大
日
本
史
料

』
第
五
編
之
一
二
、
東
京
大
学
、
一
九
三
八
）
一
九
二
頁
参
照
。

6
0

常
盤
前
掲
書
は
続
蔵
本
『
発
菩
提
心
章
』
と
朝
鮮
本
・
高
山
寺
宋
本
『
三
昧
章
』
の
三
本
を
比
較
し
、
三
本
そ
れ
ぞ
れ
に
多

く
の
相
違
を
認
め
、
古
本
か
ら
別
個
に
派
生
し
た
と
推
測
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
続
蔵
本
『
発
菩
提
心
章
』
に
つ
い
て
「
明
白

に
後
の
追
加
を
有
し
、
且
つ
最
も
甚
し
い
誤
謬
を
含
む
」
（
四
一
九
頁
よ
り
引
用
）
と
、
そ
の
不
正
確
さ
を
指
摘
し
て
い
る
。

石
井
教
道
前
掲
書
は
朝
鮮
本
『
三
昧
章
』
、
宗
性
本
・
山
城
屋
刊
本
・
同
刊
本
頭
註
栂
尾
本
の
『
発
菩
提
心
章
』
を
比
較
し
、

す
べ
て
が
異
本
で
あ
る
と
断
定
す
る
に
留
ま
る
。
陳
前
掲
書
は
、
大
正
蔵
本
『
発
菩
提
心
章
』
と
高
山
寺
宋
本
・
朝
鮮
本
の

『
三
昧
章
』
を
校
合
し
て
、
朝
鮮
本
よ
り
も
高
山
寺
宋
本
の
方
が
大
正
蔵
本
『
発
菩
提
心
章
』
に
近
く
、
朝
鮮
本
が
文
の
意
味

で
は
最
も
正
し
い
と
結
論
付
け
る
。

6
1

そ
の
他
、
結
城
令
聞
「
華
厳
の
初
祖
杜
順
と
法
界
観
門
の
著
者
と
の
問
題
」
（
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
一
八
号
一
号
、
一

九
六
九
）
は
東
大
寺
宗
性
本
の
表
徳
第
四
の
五
観
に
お
け
る
番
号
の
振
り
方
が
曼
陀
羅
院
刊
本
と
比
較
し
て
不
統
一
で
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
、
『
発
菩
提
心
章
』
が
『
三
昧
章
』
に
『
法
界
観
門
』
を
挿
入
し
て
製
作
さ
れ
た
痕
跡
で
あ
る
と
す
る
。
鎌
田
茂

雄
「
華
厳
経
普
賢
観
行
法
門
に
つ
い
て
」
（
『
駒
澤
大
学
仏
教
研
究
紀
要
』
二
五
、
一
九
六
七
）
は
、
『
普
賢
観
行
法
門
』
の
成

立
を
探
る
観
点
か
ら
大
正
蔵
本
、
高
山
寺
宋
版
本
と
続
蔵
本
『
普
賢
観
行
法
門
』
を
比
較
す
る
。
ま
た
、
中
西
博
士
論
文
は
新

出
資
料
を
除
く
主
要
な
諸
本
を
校
合
し
、
後
述
す
る
第
三
顕
徳
と
第
四
表
徳
に
お
け
る
『
発
菩
提
心
章
』
の
構
成
上
の
齟
齬
が

よ
り
古
形
を
留
め
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
。

6
2

続
蔵
二―

一
六
・
五
三
丁
左
上
。

6
3

理
事
円
融
義
で
理
・
事
の
隠
顕
を
論
じ
る
第
二
門
も
同
様
の
構
造
で
、
第
八
義
は
「
相
奪
二
亡
故
倶
非
隠
顕
也
」
と
し
て
理

の
隠
顕
と
事
の
隠
顕
を
共
に
否
定
す
る
こ
と
も
『
発
菩
提
心
章
』
の
記
述
の
妥
当
性
を
示
し
て
い
る
。

6
4

先
行
研
究
に
つ
い
て
は
註
61
結
城
論
文
参
照
。
な
お
、
木
村
前
掲
書
は
結
城
氏
の
主
張
に
対
し
、
数
字
の
振
り
方
は
「
単
な

る
不
統
一
、
あ
る
い
は
、
単
行
『
法
界
観
門
』
を
考
慮
し
た
結
果
と
考
え
て
も
、
け
っ
し
て
お
か
し
く
は
な
い
」
（
三
六
〇
頁

『
華
厳
三
昧
観
』
関
連
伝
本
の
考
察

（
柳
下
）
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よ
り
引
用
）
と
述
べ
て
い
る
。

6
5

木
村
前
掲
論
文
六
三
頁
よ
り
引
用
。

6
6

舘
野
前
掲
論
文
、
中
西
博
士
論
文
参
照
。

6
7

普
寂
の
『
探
玄
記
発
揮
鈔
』
に
は
「
疏
主
華
厳
三
昧
観
云
」
（
日
仏
全
八
・
九
二
頁
下
）
と
し
て
簡
教
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
江
戸
時
代
に
『
華
厳
三
昧
観
』
が
現
存
し
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
校
合
の
結
果
、
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
宗

密
『
行
願
品
疏
鈔
』
か
ら
の
孫
引
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
木
村
前
掲
書
は
、
他
に
空
海
『
十
住
心
論
』
に
お
け
る
次
の
文
が
『
華
厳
三
昧
観
』
の
逸
文
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
、

こ
れ
を
含
ま
な
い
現
行
二
書
を
『
華
厳
三
昧
観
』
と
同
一
視
す
る
こ
と
に
疑
問
を
投
げ
か
け
る
。

又
杜
順
和
尚
花
厳
三
昧
云
、
但
法
界
縁
起
惑
者
難
レ

階
。
若
不
レ

洗
二

濯
垢
心
一

無
三

以
登
二

其
正
覚
一

。
（
大
正
七
七
・
三
五

五
頁
中
）

こ
れ
に
対
し
て
王
颂
『
华
严
法
界
观
门
校
释
研
究
』
（
宗
教
文
化
出
版
社
、
二
〇
一
六
）
は
、
右
の
内
容
が
『
発
菩
提
心

章
』
の
簡
教
の
内
容
の
ま
と
め
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
『
五
教
止
観
』
の
第
五
門
、
華
厳
三
昧
門
の
引
用
で

あ
り
、
両
者
の
懸
念
に
は
及
ば
な
い
。
そ
の
ほ
か
、
『
華
厳
三
昧
観
』
で
は
な
い
も
の
の
、
永
明
延
寿
『
心
賦
註
』
に
は
『
発

菩
提
心
章
』
と
『
三
昧
章
』
に
共
通
す
る
色
空
章
十
門
止
観
の
引
用
が
存
在
す
る
こ
と
を
張
雪
松
「
法
藏
《
华
严
三
昧
观
》
研

究
」
（
『
东
亚
佛
学
评
论
』
、
二
〇
二
〇
）
が
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
『
心
賦
註
』
に
は
他
に
も
「
三
昧
章
」
の
引
用
と
し
て
理

事
円
融
義
の
逸
文
（
続
蔵
二―

一
六
・
五
四
丁
左
下
～
五
五
丁
右
上
）
が
存
在
す
る
。

6
8

大
正
五
〇
・
二
八
一
頁
上
。

6
9

木
村
前
掲
書
、
舘
野
前
掲
論
文
、
石
井
公
成
前
掲
論
文
、
中
西
博
士
論
文
参
照
。

7
0

木
村
前
掲
書
、
中
西
博
士
論
文
、
段
雨
函
「
『
華
厳
発
菩
提
心
章
』
宗
性
本
と
『
法
界
観
門
』
別
行
本
に
つ
い
て
」
（
『
印
度

学
仏
教
学
研
究
』
第
七
四
巻
、
掲
載
予
定
）
参
照
。

7
1

中
西
博
士
論
文
参
照
。

7
2

吉
津
前
掲
論
文
参
照
。

7
3

ま
た
、
序
論
で
述
べ
た
『
探
玄
記
』
に
記
さ
れ
る
十
重
唯
識
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
複
数
の
先
行
研
究
で
は
『
華
厳
三
昧

観
』
に
十
門
十
義
の
う
ち
の
十
義
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
と
論
じ
て
い
る
。
例
え
ば
小
林
實
玄
「
『
華
厳
三
昧
観
』
の
研
究
」

論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想

第
34
号
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（
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
二
四
巻
第
一
号
、
一
九
七
五
）
や
鎌
田
茂
雄
『
中
国
華
厳
思
想
史
の
研
究
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
七
八
）
は
第
四
色
空
章
十
門
止
観
が
こ
れ
に
相
当
す
る
と
主
張
し
て
い
る
。
一
方
で
陳
前
掲
書
は
「
観
行
を
説
示
す
る
こ

と
が
重
要
で
、
十
重
唯
識
説
と
全
く
同
じ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
も
な
い
」
（
一
四
四
頁
よ
り
引
用
）
と
、
必
ず
し

も
十
重
唯
識
の
内
容
と
の
一
致
を
求
め
な
い
も
の
の
、
す
べ
て
は
推
測
の
域
を
出
な
い
と
し
て
具
体
的
な
結
論
を
出
さ
な
い
。

7
4

常
盤
前
掲
書
参
照
。

7
5

木
村
前
掲
書
参
照
。

7
6

舘
野
正
生
前
掲
論
文
参
照
。

7
7

大
正
四
二
・
二
一
六
頁
下
。

7
8

大
正
四
五
・
五
一
二
頁
中
下
。

7
9

筆
者
は
修
士
論
文
に
お
い
て
、
法
蔵
の
著
作
中
の
顕
過
・
表
徳
等
の
用
例
か
ら
『
法
界
観
門
』
撰
者
の
問
題
に
つ
い
て
論
攷

し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
近
く
稿
を
あ
ら
た
め
て
論
じ
る
予
定
で
あ
る
。
拙
稿
「
法
蔵
撰
『
華
厳
三
昧
観
』
の
基
礎
的
研
究
」

（
優
秀
修
士
論
文
概
要
）
（
『
早
稲
田
大
学
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
七
一
輯
、
掲
載
予
定
）
。
ま
た
、
筆
者
は
第
三
顕
過
の
本
来

の
章
名
と
し
て
、
澄
観
が
『
華
厳
経
疏
』
で
言
及
す
る
真
空
絶
相
観
が
当
て
は
ま
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
名
称
を

仮
定
す
れ
ば
、
後
続
す
る
理
事
無
礙
観
、
周
遍
含
容
観
と
の
間
で
文
字
数
が
一
致
し
、
整
合
性
が
得
ら
れ
る
。

8
0

舘
野
氏
の
説
を
う
け
、
張
前
掲
論
文
は
十
義
を
満
た
さ
な
い
顕
過
を
真
空
観
の
中
に
収
め
、
『
普
賢
観
行
法
門
』
の
普
賢
行

を
加
え
て
十
門
と
す
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
『
普
賢
観
行
法
門
』
は
、
石
井
公
成
前
掲
論
文
に
よ
っ
て
偽

撰
説
が
確
定
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
主
張
は
成
立
し
な
い
。

8
1

石
井
公
成
前
掲
論
文
参
照
。

8
2

中
西
博
士
論
文
参
照
。

8
3

拙
稿
「
法
蔵
の
観
行
思
想
に
お
け
る
解
・
行
」
（
『
東
洋
の
思
想
と
宗
教
』
第
四
三
号
、
掲
載
予
定
）
参
照
。

8
4

大
正
五
五
・
一
一
六
六
頁
下
。

8
5

続
蔵
一―

七
・
四
七
八
丁
左
上
。

『
華
厳
三
昧
観
』
関
連
伝
本
の
考
察

（
柳
下
）




